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[既訳2]
『具体 的思考 』 の 実行 の固有 の相 貌(fisionomia;physiognomy)とそ の諸
条 件3
r具体的思 考』 に内在 的 な知覚 的な諸 プロ トタイ プ[原 型]と 言語(ラ ンガー
ジュ)の 諸 プ ロ トタ イプ 一ー ・諸通 過 の理論 と翻 訳 の理 論 と しての形 態学 的 プ
ロジェク トの確立4
Mariae凱omenaiMolder,OPensamentoＬMorfol6gicodeGoethe,ImprensaNacional-
CasadaMoeda,Lisboa,1995,[502pp.]
2[訳 注]『 明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻334号
,2000年3月
3[訳 注]以 下 の よ う に 既 訳 「第 一 部{そ の1}」:「1.C碗 鋤daFaculdadede
lulgar[KritilederUrteilsleraft;『判 断 力 批 判 』]の 肥 沃 な諸 当惑 」,「2.判断
力 の ゲ ー テ 的 な 変 形 一－gegenstd'ndigesDenken[対象 的(な)思 考(す る こ
と)]の 構i成」[『明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻336号,2000年9月];「 第 一 部
{その2}」:r3.「具 体 的 思 考 」 の諸 確 信 一 一精 神 の 可 塑 性 お よ び 自 然 の 意 図
性 」[『明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻343号,2001年1月];「 第 一 部{そ の3}」:
「4.問題(oproblema)と 問題 的 な もの(oproblemえtico)」[『明 治 大 学 教
養 論 集 』 通 巻351号,2002年1月],「5.{1}」[『明 治 大 学 教 養論 集 』 通 巻351
号,2002年1月];「 第 一 部{そ の4}」=「5.{2}」[『明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻
355号,2002年3月];「 第 一 部{そ の5}」:「5.{3}」[『明 治 大 学 教 養 論 集 』 通
巻361号,2002年9月];「 第 一 部{そ の6}」:「6」[『明 治 大 学 教 養 論 集 』 通
巻370号,2003年3月];「7」[『 明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻373号,2003年9
月];「8.～10.」は 『明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻381号,2004年 正月 Φ ま た,
「参 考 文 献 」 表 は,全 巻・終 了 後 の 最 後 に一 括 して 示 す こ と に す る。
4[訳 注]以 下 の よ う に既 訳 一 一 「第 二 部{そ の1}」:「モ ッ トー 」 『明 治 大 学 教 養 論
集 』 通 巻385号,2004年3月 。 「第 二 部{そ の2}」:「展 開 」1.「諸 植 物 の 変
態 の プ ロ ジ ェ ク ト ー シ ンボ リズ ム の過 程 と して の一 つ の理 論 的言 語(ラ ン
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第三部 〈現われること〉の諸 グレー ドと省察の諸グレー ドー 自然の,
の図式的配置
および芸術
目 次[本 稿]
第三部 く現 われること〉の諸グ レー ドと省察 の諸 グ レー ド 一ー 自
然の,お よび芸術の図式 的配置{そ の3}
十 ・/・♪一－s
展 開
2.ア プ リオ リな純 粋 な想 像 の モ ノ グ ラ ムの解 明 の条 件 と して の,認 識 活動 と美
的 活動 との共 一本性 性(ゲ ー テの形 態 学 的思 想 の基底){そ の25}
3.現 れ る こ と,在 る こ と,お よ び指 示 。 そ の あ らゆ る輝 き に お け る問題 的 な も
も
の と してのUrPhdnomen[原現 象]一 顕 現 の限 界 と不 可 分 の も のの 親 近 性。
UiPhO'nomenと象徴{そ の1}
ガ ー ジ ュ)の 構 成 」,2.「直 観 と演 繹 。UrPftanke[原植 物]お よ びTyPus
[型]」:『明治 大学 教養 論 集』 通巻387号,2004年9月 。 「第 二 部{そ の3}」:
3.「配 置 の大 きな企 画。 比 較的な方 法。 象徴 の遭遇 に向 けて 一 要約 的 な ヴ ィ
ジ ョン」;4.「変 態 の 理 念 の本 質 的 な改 革 。 変 態 の プ ロ ジ ェ ク トの 約 束 され
た継 続者 と して の芸 術家」;5.「変 態 の 諸 過程(Werden[生成]と エ ンテ レ
キー の諸 概念)と 認 識行 為(correlato[相関物]の 概 念)を 構 成 す る もの と
つい
して の,〈 同/他〉,〈存在/存 在 す る に至 るこ と〉 の諸 対 」:『明治 大 学 教 養論
集 』 通 巻391号,2005年1月 。 「第 二部{そ の4}」:6.ゲー テの 意 味 で の 科
学 と して の形 態学 の提 示 への事 前 の諸点 と移行 の外 観;7.形 態 学 的 プ ロ ジ ェ
ク ト一一 自然 の,お よび芸 術 の,一 つ の 図式化(esquematismo;schemat-
ism)。判 断能 力 の 科 学 と しての 形 態 学;8.形 態 学 は,支 配 的 な科 学 に と っ
て,一 つ の 内的 な,外 的 な,あ るい は辺縁 的 な プ ロ ジ ェク トか?ゲ ー テへ
の一 つ の 帰 還 の必 要:「 明治 大学 教 養 論 集 』 通 巻394号,2005年3月 。 「第
二 部{そ の5}」:9.認識 的諸 設 問 の模 範 的例 示化 と して の 『諸 色 彩 の理 論 』。
翻 訳 の一 つ の形 態[形式]と して の シ ンボ ル;10.ゲー テ にお け る理 論 の 概 念
一 ー一 つ の 微妙 な経 験 的知 識 。 事物 にお け る転 換 の運 動 の諸 限 界 … つ の
積 極 的 な懐 疑 主義,一 つ の条 件 付 け られ た信 頼:『 明 治 大 学 教 養 論 集 』 通 巻
399号,2005年9月。 「第二 部{そ の6}」:11.自然 の哲 学 お よ び諸 色 彩 の 理
論 の仲 介 を通 じた認識 の理論 一 顕 示 の一 つ の一 般 理 論。 私 の 中 に世 界 を予
感 を通 じて もた らす こ と:『明治大 学 教 養論 集』 通 巻401号,2006年1月 。
5[訳注]「 第三 部{そ の1}」:「モ ッ トー」 『明 治大 学 教養 論 集 』 通巻401号 ,2006年
1月[「第 二部{そ の6}」と同一・号]。
6[訳 注]「 展 開L」 と 「2.{その1}」は 「第 三部{そ の2}」=『明 治大 学教 養 論 集 』 通
巻406号,2006年3月。
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[343]2.{そ の2}
KUk.[『判断力批判』]にお ける美学の実現 か ら出発 して の形態の理 解 は,
次 の ことの承認 を含意す る。 すなわ ち,諸 形態[形 式]の 同定,認 識,生 産
は(形 態の理解 は,そ の生産 の契機 を通 じて その最大 に達 す るとい うことを
忘 れない ことが必要 だ 一 一それは常 に一つ の美 的理念 の補足 だ,cf.§51),
生 きた諸形 態[形 式]に 対 して で あれ,生 きた ない し生 きて いない諸形 態
[形式]の 経験 的な諸 概念 の諸 図式 のため にであれ,諸 結果 を有 してい る と
い うことだ 一 ただ し,ま さに,生 きた諸 形態[形 式]に 関 す る経験 的 な諸
図式 を通 じて こそ,わ れ われが諸 図式 の この種類 の独特 さ,お よびそれ らの
諸条件,を よ りよ く知 覚す るのではあるが。 形態の理解 は一 つの沈思 の行 為
を,一一つ の範疇 的な効果性 の留保 の －umderDingeWille[諸事物 の ため
の]集 中の 一 運動 を,包 含す るが,そ こで は,活 動的 な精神 がその固有 の
リズム を再生 産 し,そ れを保有 し,沈 思 された事物 に付着 させ るが,そ れ は
梗 概,輪 郭,お よび戯 れ と して 了解 され て い る。 それ は,《Allgemeine
Naturlehre-oderalgebraischePhysik[一般 的 自然 学 ・一一あるいは代数
学 的 自然(物 理)学]》 で ノヴ ァー リスが こう言 うごと くだ 一一一「沈思 は同時
に一 つの総合化 的お よび分析化 的 な潜在力 だ」(Schriften[『諸著作』]3,p.
175)7。そ して,非 操作 的な 自然 の普遍 的 な ものた ちにつ いて は,不 可視 の
諸存在 の諸理念 につ いて は,ど のよ うな ことが生 じて いるだ ろ うか 一 例 え
ば,諸 聖人の王国,神,地 獄,あ るいはまた,わ れわれが 日常 においてその
実例 に遭遇す るよ うな ものであ るが,し か し経験 の諸限界を超 えてい るもの,
例え ば死 とか歓喜 な どだが 一 。 「詩人 は敢 え て(そ れ らに)知 覚可 能 な形
7[訳 注]《DieBetrachtungistdiezugleichsy
nthesirendeundanalysirende
Potenz.》[「観 察 は 同 時 に総 合 化 的 お よび分 析 化 的 な 潜 在 力 で あ る。」(拙 訳)]
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態[形 式]を 与え る」 とKUk.の §49に言われ てい るとお りだ8。永遠性,
諸聖人の王国は諸理念である。歓喜,死 は,経 験において遭遇 しはするもの
の,諸 理念の身分 に向か う傾 向があ る,と 言 うの は,そ れ らは経 験の彼方へ
と動 くものだか らで,わ れわれの活動に指針を与え,わ れわれを導 く諸名辞
であり,諸主観性の共通の場所,そ れらの関係の融和的な契機,を 構成する
ものであ る。 このテクス トにおいて,諸 名辞 の放射 はその唯一一の効果性 を,
カ ン トの著作 の 内部 に見 出すのだが9,それ は,単 に,明 示的な様 態 で,美
的判断に内在的な諸困難の概念化が名辞において,〈美 しい〉および 〈美〉
の表現 において,遭 遇するか らだけでな く,詩歌がその原初的な言語(ラ ン
ガージュ)の身分(総 での言語の母)を 開示する一 諾理念 と可視のものた
ちの間の相互穿入を知覚させつつ 一…か らでもある。その放射の最も表出的
な徴の一つにわれわれは §8で遭遇する 誰 にと って も,美 とい う言葉
[単語;Ausdruck(表現)]を言 うということは,も しも,彼[女]の 経験 が
その私的な構造の諸限界の内部に限 られていたならば,起 こらないことだろ
8[訳注]「 詩人 は,聖 人 の住 む天 国,地 獄,永 遠,天 地 創造 な どの不可 視 の存在 者
の理性 諸理 念 を あえ て感性 化 しよ うとす る。 あるい は また,経 験 の うちで た
しか に実 例 が見出 され る もの,た とえ ば死,嫉 妬,あ らゆる悪 徳 同 じ く愛,
名声 な ど も経験 の制 限 を超 え て,最 大 の もの を達 成 した理性 の前 例 に張 り合
お うとす る構想 力 を介 して,自 然 の うちに は実例 が見 出 されな い完壁 さの う
ちで あえて感性 化 しよ うとす る。」(第四九 節 「天 才 を形成 す る心 の諸 能力 に
つい て」,牧野英 二訳 「判 断力批判 上」 『カ ン ト全集8』 岩 波 書店,1999,
P.209)
9[原書 注 番号253]KritiladerreinenVernunft[『純粋 理性 批 判』]にお ける二つ の
生起 が 喚 起 され る 「演繹 」 の第 一 の ヴ ァー ジ ョンと,「教 義 的 な使用 にお け る
純 粋理 性 の規 律」 において であ る 一 一ここにお いて,名 辞 の放 射 が強 調 され て いる
が,た だ し,謂 わ ば,諸 結 果無 しにお いてで あ る 一 「既 に言 葉[単 語;LVort]に
おい て,概 念[Begriff]はその固有 の機能 で あ る ものの方 向 を指 し示 す。」(A103)
第二 の生起 は,… つ の経験 的 な概 念 を定 義す るこ との不 可能 性 に関す る ことだ
「例 え ば,水 が,そ して水 の諸 特性 が,問 題 に な って い る場 合 には,わ れ われ は実
際 この言 葉[単 語]一 水 …一 の もとで知覚 す る もの に は依 拠せ ず に,経 験 に訴
え るが,こ の場 合,言 葉[単 語]は,そ れ に連 関 された僅 か な数 の諸 特性 と共 に,
一 つ の表示(desjgnaCao;designation)以外 の もの を構 成 しない ので あ って,事
物 の概 念 は構 成 しな いのだ。 そ こで,結 果 と して,言 う ところの定義 な る もの は,
言葉[単 語]の 一 つ の説明以 上の もので はない のだ。」(A728/B756)
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う(AKV,216)。経験 が一つの不可侵 の権利 と して同音性(unissonancia;
unisonance)を獲得 す る とい うことは 〈美 〉 とい う名辞 の含 意 す る ところ
だ。 〈美 しい もの(美)〉,〈美〉 は言 われ る諸 名辞で ある,と 言 うの は,具 体
的な経験の中においては,私 的な,お よび関心を持 った喜 びを超えたところ
に向か って動 く何 らかの事物が有 るか らだ。〈美 しい(も の)〉は欲望無 しの,
か つ 目的無 しの,一 … 決 して満 た され る ことのな いあの同 じ距離(こ れが美
的経験の固有の否定的な契機を構成す る)を 通 じて伝達可能な 一 喜びを指
示す る一つの名辞である。 〈美 しいもの〉は,い かなる悟性 も構成する能力
が無 いだ ろ うよ うな一 つ の経験 の ための一 つの名辞 であ り,〈美 しい もの〉
は,倫 理 的 な 善(bem6tico;ethicalgood;dasSitttiche[倫理 的(人 倫 的)
な も の])の 象 徴 で あ る]o。[344]
われわれの既に見たように,κ痂 論 ∂ぱ[初商鋭耐 τ[『判断力批判」]のテ
ク ス トに お い て,図 式 化(esquematismo;schematism)の理 論 は,カ ン ト
の側か らする一つの奇妙な翻訳を蒙る。すなわち,経 験的な諸概念の諸図式
が諸実例と呼ばれるようになり,そ れ らに内在的な当惑は除外されて,沈 黙
の中に過ぎ去 る。われわれは,美 的な完全な主題化の中に,一 つの象徴であ
る もの の決 定 の枠 組 みの 中に,自 分 を 見 出す 一 図 式 と象 徴Hは,
10[訳注]「 美 しい もの は人 倫 的 に善 い ものの象徴 で あ り」(第五 九節 「人倫 性 の象 徴
と して の美 につい て」,「判断力 批判 上」 「カ ン ト全集8』,p.259)
ll[原書 注番 号254]「超 越 論 的弁 証 法 へ の付録 」 にお い て
,悟 性 の総 ての諸 概 念 の
完全 な体 系 的 な統 一 の た めの,一 つ の 「一 つの 図 式 の類 比物(analogo)」に つい
て語 られて お り(A665/B693),また,「純 粋 理 性 の構 築 術」(A833-834/B861-
862)にお いて,図 式 とい う語 は,次 の よ うな様 態 で用 い られて い る。 す な わ ち,
一 つ の 同 じ用語 が一 つ の新 しい概 念 の ため に と りあ げ られて お り,そ れ は もっ と後
に象 徴 と して命 名 され るだ ろ う ものだ が,し か し,KritikderUrteilskraft[『判 断
力批 判 』]にお いて主 題 化 されて い る もの よ りは正確 さの少 ない意 味 にお い て だ と
い うこ とをわ れわ れが 断定 で き るの で あ る。 いず れの場 合 に おいて も,想 像 が運動
に置 か れ るの は,既 に一一つの概 念 を通 じてで はな く,一 つの理 念[観 念]を 通 じて
な のだ。 強調 され るの は,『判 断力 批判 』 の §17[「美 の理想 につ いて」]の自分 の分
析 を再 び取 り上 げつつ,ア ン トニ オ ・マル ケ ー シ ュは「想 像一 図 式」とい う表 現 を利
用 す る(cf.op.cit.,pp.366ff)カン トが拓 いた独 自の諸接 近 路 を利用 しつ つ 一一
想 像,原 初 的 な想像,図 式 の間 の諸移 行 で,知 覚可 能 な概念 の 図式 の理 解 に要請 さ
れ る もの であ る。 他 方 で は,著 者 の命 題 の根本 的 な部分 を構成 す る ものだ が,有 機
体 は理 性本 体 の象徴 と して,一 つの そ のhyPotipose[迫真法]と して,と られ て いる
一 理 性 は単 純 な雑 草 に もそ の固有 の物 的 な 象徴 を発 見 す る(idem,pp.353-354)。
48明 治大学教養論集 通巻412号(2006・9)
hyPotyPose[迫真法]の,Versinnlichung[具体化,図 解]の,二 つの形態
[形式]で あ る(こ れ には美 的 な理念 を連 関 させ る必 要 があ るが,象 徴 との
関連 におけ るそれ の規 則 は,常 に区別す るに容 易 とは限 らない)。崇 高な も
のの美 学 において,カ ン トは,巨 大 な力 と大 きさにお ける自然 につ いて,そ
れを想 像 の合理 的 な能力 と して,厳 密 に類 比的 な一つ の価値 を持 つ図式 と し
て,語 る(cf.§29[「自然 の崇高 な もの につ いて の判断 の様相 について」]お
よび 「反 省的 な美的 な諸判 断 の提示 につ いて の一 般 的 な評言 」AKV,265;
268)。実 際,崇 高 な る ものの判 断 において,そ の最 も完全な意 味 において,
そ してその固有 の限界 の発 見 を通 じて,象 徴 的な活動 が完遂 され る。一 つの
存在(そ れ との関連 で,`より良 い類比 は最大 の不適 切 さを眼 に見 え るよ うに
す るよ うな存在)を 前 に して,自 らを見 出す瞬間 に,想 像 が崩壊 す る 一一 崇
高 なる ものの美的判断 において,象 徴 的な行 為 は 〈脆 弱 な もの〉一 その発
見 を通 じて は もはや類比 は確 立す る ことはで きない 一一 に捧 げ られて い るの
が見 られ るのだが,そ の時,自 然 が,そ の精 力(エ ネル ギー)と 無定 形性
(informidade,deformity)において,〈絶対的 に通 約不可能 な もの〉(わ れ
われの うちにおけ る超知 覚可能な もの と しての理性)の …つの 巨大な類 比 と
して と られた ときに墜落す る,あ るい はむ しろ,想 像が,そ の 同 じ類 比 にお
いて,理 性 の威 厳の,超 知覚可能 な基礎 の,認 識 を通 じて,墜 落す る。 さ ら
に数パ ラグ ラフ進 んだ 「美 的判断 の演繹」 で,そ の 自由 にお ける想像 と,そ
の合法則性(1egalidade;legality)における悟 性 との調和 を説 明す るために
一 概念 化す るこ と無 しに 一 ,「概 念 無 しの 図式化 」 とい う表現 を用 い る
(より厳 密 には,「想像 は概 念無 しに図式化す る」 §35,AKV,287'2)が,そ
れは一 つ の比喩 的な手続 きを,一一 決定可 能 な一 つの規則 にお いて主役 を演
ず る こ とな しに,反 省的 一類比 的 な運動 を保 持 しつ つ,か つ証 拠立 て つつ
12[訳注]「 構想力が概念をもたず図式機能を営むというまさにこの点に構想力の自
由は存するのであるから」(第三五節 「趣味の原理は判断カー般の主観的天
理である」,「判断力批判 上」「カント全集8』,pp.171-2)
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一 規 定す る もの だ。 同 じ著作 の第二部で は,一 つの 「共通 の図式」 につ い
て語 らな けれ ばな らないが,こ れは,数 多 の動物 の諸種 の相互調 和の理 由を
与 え る ものであ り,そ れ が指 し示 してい るのは,計 画(プ ラ ン)の 賞賛 すべ
き単純 さ,一 つのUrbild[原一像],つ ま り,原 初的 な モデル で,そ こか ら
諸 形 態 が 導 出 され,そ れ らの親近 性 が正 当化 され,か くて一 つ の共 通 の
Urmutter[原一母;母 胎(MutterschoB)]が措定 され る(cL§80,AKV ,
419-420)13。われわれの証示 す るよ うに,こ れ らの異 な った諸枠 組 みの 中で
利 用 され る図式の概念 は,崇 高 な ものの経験 においてであれ,沈 思 の手続 き
一般 においてであれ,諸 形態 の豊穣 の存在 と生成 との考察 においてであれ,
図式化 の理論 の見通 しを再秩序化す る諸意義 が交錯 し,… 方 では,知 覚可能
な概念 の図式 の理解への接近 を更新 しつつ,他 方で は,最 も広範 な様態 で,
図式的手続 きを一 つの最 も原始的 な反省 約手続 きに含 め るが,そ れ は,最 も
近 しい様式で,知 覚的な諸 節躊が,ゲ ーテの形態学的思想 にお いて,自 然 の
可 塑的 な諸表象 と交錯 す る様態へ と送 り返 す のだ。[345]
[346]狭 い意 味で は,一 つ の理 念[観 念]を 図式 化す る ことはで きな
t3[訳注]「 ところで,こ こで自然の考古学者は,自 然の最古の時代の諸変動の名残
りをとどめている痕跡から,考古学者に既知のないし臆測できるあらゆる自
然のメカニズムにしたがって,被 造物のあの大家族(と いうのも,上述のあ
まね く連関する類縁性がある根拠をもつべきであるとすれば,被 造物はこの
ように 〔大家族であると〕表象されなければならないだろうから)を発現さ
せることが許される。自然の考古学者は,混 沌状態から抜け出 したばか りの
地球(い わば一匹の大きな動物 として)と いう母胎に,最初 は,比較的に合
目的的ではないような形式をもつ被造物を産ませ,さ らにこれらの被造物に,
それぞれの棲息地とそれら相互の関係とにいっそう適合 して形成 された他の
被造物を産ませることができる。こうしてついには,こ の子宮そのものが硬
直 し硬化 して,産 み出されるものをもはや変様 しない一定の種に限定 して,
そこでこの多様性は,あ の実 り豊かな形成力の操作が最後に落ち着いたまま
の状態をとり続けることになる。一一 しか しなが ら自然の考古学者は,そ れ
にもかかわらずこの目的のために,こ の普遍的母胎に,こ れ らすべての被造
物に合目的的に備え られた有機的組織を付与 しなければならない。そうでな
ければ,動 物界や植物界の諸産物の目的形式は,そ の可能性に関 してまった
く考えられることができないのである。」(第八〇節 「自然目的としてのある
物の説明ではメカニズムの原理は目的論的原理のもとに必然的に従属するこ
とについて」,「判断力批判 下」『カント全集9』,pp.93-4)
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い。つ まり,一 つの構成の規則を造 りだす ことはできないとい うことで,一・
つの理念が象徴化 されることはできる。一つの概念の無い図式化 においては,
一つの理念の象徴 におけると同 じく,想 像の生産的な手続きはいかなる方向
付 けも,い かな る客体化の決定 も無 しに解 き放たれ る。同 じく,一 つの動物
ない し一つの植物 の形態が同定されるとき,認 識 されるのは,本 来的に言 っ
て一つの対象で はない。 と言 う意味 は,部 分的 に,構 成の計画(プ ラン)が
われわれか ら逃れるのであ り,あ るいは,別 の様態で言えば,対 象の概念が
決定不可能な諸限界まで拡大 される 一 諾理念への能力への移行を与えつつ
一 とい うことだ。われわれの知 る如 く,カ ン トは諸象徴を間接的なhyPo-
tyPosen[諸迫真法]と みな し,ま た,諸 図式 を(厳 格 には,知 的な諸概念
に限定 してだが。 もしも知覚可能な/経験的な概念の図式が,実 際に,一 つ
の実例である場合には,わ れわれは,同 じく個別的な諸特性の一つの間接的
なhyPotyPosenが問題 にな っていると認めることができる)直 接的なhyPo-
tyPosen[諸迫真法]と みな している,と 言 うのは,第 一の ものたちは,わ
れわれの頭か ら武装 して生 まれて来 る諸現実 と関わる必要が無 いか らであり,
反対に,諸 現実はそれ らに対 してわれわれが頭を打 ち付 けるものだか らだ し
(経験的な諸概念 が言及する可視の ものたちであるか,あ るいは諸理念[観
念]が 名づ ける不可視の ものたちである),第二の ものたちは,人 間によっ
て構築 され構成 され,計 画 され証示された諸現実と関わ らなければならない,
知性の諸機能で,そ の操作的な利用 に内在的なものだからだ。
一つ の知 覚可能(経 験 的)な 概 念か らわれ われは一 つのイ メー ジお よび一・
つ の図式 を持つ 一一一その形成 において一 つ の直観 によ り先行 されて 一 。本
来 的 に言 って一 つの経 験 的な概 念 一一 密度,質 量の よ うな 一 か らわれわれ
はイ メー ジを持 つ ことはで きず,そ の図式,そ の構成 の規則 は,直 接 にそれ
を構成 す る,そ して,一 つ の道具(計 器[物 差],秤,等)に お いて物 体化
され る操作 において与 え られ る。知 的 な概 念 か ら一 つのイ メー ジを再興す る
ことは不可 能で,唯 一・,一つ の図式が,構 成 的な構 造 と して,一 つの直観 へ
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のその適用に信任を与える。一つの合理的な概念 に対 して,一 つの理念に対
して,い かなる直観 も適切ではない一 一つの形態(沈 思 された,あ るいは
造 りだされた)を その象徴的な可視性 とすることは可能であろうが(そ の中
では,一 つの直観が理念 との関係に置かれてお り,発見的なイメージの中で
の類比により転形 されている)一 。最後 に,美 的観念 は,そ れ 自体が,い
かなる概念 も提示するのに成功 しないだろうイマジネー ションの一つの提示
である一 諾概念の能力が普段 に運動 しはす るものの 。 この図柄 を前に
して,わ れわれは次のように結論付け られる。すなわち,イ メー ジは,再 生
産的な ものとしてであれ,生 産的,発 見的なものとしてであれ,本 来的に言
うところの諸概念一 知的および経験的 一 の場合にのみ欠けている仲介物
である,と 。
一つの最小の決定(否 定を通 じての 一 あるいは,否 定の類比的な形式:
あたか
「恰 もそのよ うでは ある ものの,そ うで はな い」 を通 じての 一,そ して一
つの純粋 な約 束の秩序 に統合 された)を 獲得 す るための思考 の戦闘 は,美 的
な経験 は構成 的 に類比 的であ るとい うことを,飽 満 す るほ どに証示す る。一
方 では,美 的な判断 は,あ たか も 〈心 地 よい もの〉 であ るかの よ うに直接的
な喜 びであ り,あ たか も理論 的であるか のよ うに普遍 的かつ必然的で あ り,
あたか も実 際的な判断 であ るかのよ うに傾 向的に経験 を超越 し,倫 理 的 な も
のの象徴 で さえあるが,し か し,さ らに もっと根本 的 に,美 的な活動 は類比
の座,不 可分 かつ真 に発見的 な諸類比 の解発 的な母体 で ある。 ここか らわれ
われの,フ ラ ンソワ ・マーテ ィの主張 との不一致 が生 じる。彼 はこ う断定す
る 一 「美 的な判断 は,そ の ような もの として は,類 比 を認 めないが,そ れ
は,自 らを感 覚(sensagao;sensation)に基 づかせ るか らであ り,認 識 の
… つの第一 の次元 に基づ かせ るのでは ないか らだ」1㌔直 ちに,問 題 にな っ
てい るのが感 覚で はな くして,厳 格 に言 って,感 情,反 射的感情 であ る 一
14[原書 注 番 号235]FrancoisMarty
,LaNaissancedetaMe'taphysiquecheaKant.
UneEtudesurlanotionkantienned'A・nalogie[「カ ン トに お け る 形 而 上 学 の 誕 生
一 カ ン ト的 な類 比 概 念 の 一 研 究 』],Beauchesne,Paris,1980,p.359
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つい
これは積極的/受動的の対の活躍の…つの特定の場合 である。 これは,そ の
内的な条件が,諸 能力の一つの統制 された比率か ら生 じ,既 に想像力の生産
的な諸運動によって誘発される感情だ 一 一つの美的な形態[形 式]の 沈思,
一つの美的な観念の展開,… つのイマジネーションの提示。他の様態で言え
ば,い かなる判断 も常に一つの総合を前提 とし,そ して,美 的判断において
遂行 される総合 は常に,一 つの悟性の,お よび想像力の戯れ[プ レー]を 含
てい
意 し,そ の有様 は,想 像力が その動 態を最 も強力な様 態で示 す体 の ものだ。
任意 の美 的判断 は,一 つの認識的秩 序を一 つの類比の上 に位 置づ け,確 認 す
るが 一一 因みに,美 的活動 に内在的 な諸能力 の比例 は任 意の認知的行為 の条
件 で あ る 一,総 てあ美 しい形態[形 式]は 一つ の美 的観念 の表現 だ 一 美
的 な ヴィジ ョン[視覚像]はadinfinitum[無限 に]諸 喚起 を生 み出す もの だ
一 一 つ の美 しい形 態[形 式]の 中には全宇宙 が精 神 の現実化 を通 じて現 実
化 されているよ うに見え る。 か くして こそ,反 省 的に判断 す ることの諸 能力
の 一 あ る い は,原 初 的 な 能 力 と して の 判 断 す る こ との 能 力 の …-
heautonomia(autonomy[自律])が,精 神 の,自 分 自身 につ い ての活動
へ と転化 す るが,こ れ は 自己気質(auto-afecqao;auto-affection)の一 つ
の形 態[形 式]で,そ こで は,精 神 は常態 と して世界 に向 け られてお り,世
界 に傾 き,そ れ に向けて設定 されてお り(こ れはdieGunst[恩恵〕が示 す;
cf.K.Uk.,§5AKV,210)'5,世界の言語(ラ ンガー ジュ)に よ り方 向付 け
られ,自 然 が一 つ の固有 の言語(ラ ンガー ジュ)を 話す ことが認 め られて い
15[訳注]「 そ れ ゆえ,満 足 につ いて は,上 述 の三 つ の場 合{快 適 な もの,美 しい も
の,善 い もの 一 引用者 注}の うちで満足 は,〔そ れぞ れ〕 傾 向性 に関 わ り,
恩 恵 に関 わ り,あ る いは尊 敬 に関 わ って い る,と 言 うこ とが で きよ う。 とい
うの も,恩 恵 は唯一 の 自由な満足 だか らで あ る。 傾 向性 の対 象 と,理 性 法 則
によ って われ われ に欲 求す るこ とが課 せ られ る対 象 とは,わ れ われ 自身 に対
して な にか を快 の対 象 とす る 自由を許 さな い。 す べ ての 関心 は,必 要 を前 提
す るか,そ れ と も必 要を生 み 出す。 また,賛 同 の規 定根 拠 と して関 心 は,対
象 につ いて の判 断 を もはや 自由な もの に させ て おか な いの で あ る。」(第五 節
「種 別 的 に異 な る三種 類 の満足 の比較」,「判 断力 批 判 上」 「カ ン ト全集8』,
P.65)
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る(cf,§42,AKV,302)16。[347]
わ れ わ れ は こ の 思 想 の,ゲ ー テ の思 想 と の 有 効 な一 つ の 共 通 性(comuni-
dade;community)を認 識 しな い こ と は で き な い ゲ ー テ は 内 部 と外 部
と の 混 同 も,ま た そ の 分 離 も,拒 絶 し,一 つ の 相 互 的 な 好 意(afeicoa-
mento;affection),一つ の 相 互 穿入[浸 透]を 公 準 と した の で あ った。 ノ ヴ ァー
リス に お い て は,Bltitenstaub[『花 粉 』]で わ れ わ れ は 一 既 に 他 の 多 く の
ゲ ー テ の 概 念 との 関 係 を通 じて 起 こ っ た 如 く 一 この 生 き た 連 帯 性 の 最 も成
功 し た定 式 化 の 一 つ に 出 会 う 「魂 の 座 は,内 部 の 世 界 と外 部 の 世 界 が そ
こで 互 い に 触 れ 合 う あ の 点 に存 す る。 そ れ らが 互 い に 穿 入 し合 う と き は い つ
で も,そ れ 一ー 一魂 の 座 一 は そ の 穿 入 点 に存 す る」(Schriften[『諸 著 作 』]2,
p.418)17。反 省 的 な行 為 は 常 に精 神 の 一 つ の 自 己 気 質 で,そ れ は,そ の 多 重
の 反 響(ressonancia;resonance)にお い て あ る もの と共 に 動 き,養 分 を採
り,自 己 抑 制 を す る。 こ こか ら象 徴 化 す る こ と の 可 能 性 が 生 起 す る。 反 省 的
な 行 為 に お い て は,吻 訂e酩gθSubjeletive[あの よ う な 主 観 的 な も の]
(KUk.の §38,AKV,290),す な わ ち,次 の よ う な主 観 的 な 契 機,つ ま り,
そ こ で は,精 神 は,一 つ の 独 自 の[単 独 の]も の の 沈 思 の 生 起 に よ り 自分 自
身 の 主 題(資 料;mat6ria;matter)にな る の だ。 別 の 次 元 の もの で あ る の
は,{①}象 徴 化 す る も の と,象 徴 化 さ れ る もの と の 問 に存 在 す る異 質 性 の
ジ ャ ンル で,こ れ と比 較 さ れ る の が,{②}図 式 と純 粋 な 概 念 と の 間 に 存 在
16[訳注]「 美 しい 自然 にお け る魅力 は,き わ めて しば しば美 しい形 式 といわ ば融合
して見 出 され るが,こ の魅力 は,光 の変様(彩 色 にお ける)に 属 す るか,そ
れ と も音 の変様(音 調 にお ける)に 属す るかの いずれ かで あ る。 とい うの も,
この両者 は,た ん に感 官感情 を許す だ けでな く,諸 感官 の これ らの変様 の形
式 に対 す る反省 も許 す唯一の 感覚 であ り,こ うして いわ ば,自 然 がわ れわれ
に語 りか け,ま た い っそ う高 次の意 味 を もって い るよ うにみえ る言語 をそれ
自身 の うちに含 む唯一 の感覚 だか らで ある。 た とえ ば,百 合 の 白い色 は心 を
無垢 の理 念 に調和 させ るよ うに思 われ,… …」(第四二 節 「美 しい もの に対
す る知的 関心 につ い て」,「判 断力批判 上」『カ ン ト全 集8』,pp.191-2)
11[訳注]<<DerSitzderSeeleistda
,wosichInnenweltundAuBenwelt
berUhren.Wosiesichdurchdringen-isterinjedemPuncteder
Durchdringung.》[20J
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す るそれ[異 質性]で あ り,特 に,カ ン トの言 う如 く,最 初 の もの た ち{①}
の 間で は,関 係 は仲 介 され て お り(mediata;mediated),証示不 可 能 で あ
り,そ して,対 称的 に,第 二 の もの た ち{②}の 間 では,直 接 的で[仲 介 さ
つい
れて いず],証 示 可能 であ る 一 と言 うことは,第 二 の対{②}に おいては,
操 作が対象 を統 制 し,構 成 す るとい うことで,時 間性(一一時性;temporali－
dade;temporality)の一 種 の 分 析 的 な 飼 い 馴 ら し が あ る が,第 一 の も の
{①}にお いて は,schwebendesBild[浮遊す る像]の 不断 の一 つ の横滑 り,
一 つの不適切さ そ こにおいて正 当に も象徴の喚起的な力 が形成 される
一 がある。 カ ン トにとっては,象 徴的な手続きは,単 に図式的な手続 きの
一つの類比物 であるに留まらず,そ れ 自身が一つの類比の上を自己展開す る
一…問題 にな って い るの は,一 つ の概念 へ と転換 す る こと(こ れ には多分,
いかなる直観 も直接 に対応す ることはできないだろう),直観 の一つの対象
に た い して 実 行 さ れ る反 省(反 省 の 規 則)で あ る(§59,AKV,352-353)Is。
ヘ へ
'9[訳注]「 それ ゆえ ,ア プ リオ リな諸 概 念 の根 底 に置 か れ るす べて の直 観 は,図 式
へ へ
であるか,そ れとも象徴である。そのうち図式は,概念の直接的描出を含み,
象徴は概念の間接的描出を含む。図式は,こ のことを証示的に行い,象徴は,
このことを類比……を介 して行う。類比では判断力は二重の仕事を行 う。す
なわち第 一・に,概 念をある感性的直観の対象に通用し,つ いで第二に,こ の
直観に対する反省のたんなる規則を,最 初の対象がその象徴にすぎないまっ
たく別の対象に適用する。たとえば君主国は,国 内法にしたが って統治 され
るならば,魂 のある身体によって表象される。 ところが,君 主国は,単 独の
絶対的意志によって統治されるならば,た んなる機械(た とえば手挽き臼の
ヘ ヘ へ
ような)に よって表象ざれる。 しか し両者の場合 とも,ただ象徴的に表象さ
れるにすぎない。 というのも,専制国家と手挽き臼との問には類似性はない
が,し か し,この両者 とこれらの原因性とを反省する規則の間には類似性が
あるか らである。〔判断力の〕 この仕事は,い っそう深 く探究す る価値があ
るにもかかわらず,こ れまでまだほとんど分析されていない。……類比によっ
てこの表現は,概 念のための本来の図式を含むのではなく,たんに反省のた
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ
めの象徴を含む。たとえば,基 礎(支 え,土 台),依存する(上 方から保持
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ
される),あるものか ら流出する(帰結するの代わ りに),実体(ロ ックが表
現するように,偶 有性の担い手),その他無数の言葉は,図 式的な直観的表
出ではな く,象徴的な直観的表出であり,また直接的な直観を介 した概念の
ための表現ではな く,ただこの直観 との類比にしたがう概念のための表現に
マ リア ・フ ィ ロメナ ・モル デール 『ゲ ー テの形 態 学 的思 想 』55
しか しなが ら,両 方の場合 とも,関 係は一つの共通の根 によって支え られて
いる一 その色々な受容 における時間的な決定で(各 々の範疇に対 して一つ
の類比的なratio[理性]を 提供 しつつ,そ してその共通 の根 の言 うことの
他の一つの様態 において),一 時間,あ るいは時間の想像上の決定,反
省的な 自律の実行の条件 としては一つの内的な意味の経験は既に常に世界の
諸 リズムに肉化 されている 諸形態の生成 と発展の比喩において 一,一
つの共通のもの,そ れは,諸 親近性の一つの一一覧表か ら出発 して理解 され,
マ
諸眼の彼方 一ー 一貫 して喚起的で再記憶的な 一 への…つの動きとして現実
化 される。[348〕
そして,こ れらすべては図式化の理論に光を投げかける。 この理論は,わ
れわれにはよ り適切には,一 つの変種 決定 され,証 示可能で,一 つの操
作の実現のために向けられた,厳 格に認知的一客体化的な領域 に適用 された,
思考本来の象徴的,類 比的,連 続的および生成 的な 一 と して,現 れ る一
諾能力間の一 つの シーソー,一一つの生産 的なゲーム ー-Gemtith[心]は,
自分 白身に働 きかけつつ,と 言 うことは,意 義を発見 しつつ,白 らの間で諸
能力 を比較 しつつ,自 らの間で諸開示を,諸 開示を理念 と,比 較 しつつ,常
にノヴァー リスの完全な定式 一 「自分 自身の完全で全的な道具」19一に…
致 して在るべ く努めつつ それはそれ自体に価値を有するゲームだ,と 言
うのはそれは魂の力を維持 し支えるか らで,一 つの自由な遊戯[プ レー]で,
それはあの他者のあの可能性を理解 し,そ れは狭い意味での一つの先行想定
す ぎな い。 言 い 換 え れ ば,お そ ら くけ っ して直 観 が 直 接 に は 対 応 で きな い ま っ
た く別 の概 念 へ と,直 観 の 対 象 に 対 す る反 省 を 移 す こ とに よ る概 念 の た め の
表 現 で あ る。」(第 五 九 節 「人 倫 の 象 徴 と して の 美 に つ い て 」,「判 断 力 批 判
上 」 『カ ン ト全 集8』,pp.259-60)
19「人 間 は 完 全 で 全 的 な 一一つ の 自 分 自 身 の 道 具[uminstreementodesi;Selbstwercle-
zeug]であ るべ き だ 」 一 一これ は ノ ヴ ァー リス の 言 葉 で,一 つ の 真 正 の 人 間 学 を 告
知 す る もの だ(、DasAltgemeineBrouillon,Scn'riften3,p.297)
[訳注]《MENSCH[EN]L[EHRE].DerMenschsolleinvottkommnesund
TotalesSelbstwerckzeugseyn.》[32i.]「人 間 学:人 間 は 一 つ の 完 全
で 全 的 な 自 己道 具 で あ る べ き だ」(拙 訳)。
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で は な くて,一 つ の訴 え お よ び一 つ の確 信 で,そ れ はsensuscommunis
[常識 く共通 の意 味]の 名 辞 を通 じて与 え る。 その よ うな一 つ の生産 的 な想
像力 はまさに言語(ラ ンガー ジュ)と して,主 題化 されている一 それによっ
て,哲 学 においてであれ,詩 歌 においてであれ,諸 イ メー ジの変形 的エネル
ギ ー(energiatranSmUtaCiOnal;tranSmUtatiOnalenergy)が,言わ ば一
つの他の 自然 を,わ れわれ に与 え られてい る ものか ら出発 して,創 り出す能
力が あるのに比例 して 一 。 それ は概念の形成 に馳せ参 じ,そ の起源 の諸兆
候 を,ハ ーマ ンの言葉 に従 え ばその誕生 の諸徴 しを,発 見 に晒す。最 も純粋
な哲学的諸概念,例 え ば,実 体 の概念 は,象 徴 的な領域 に統 合 されて終 わ る
が,そ れ らは,あ の創 造 的な能力 で あ る,言 語(ラ ンガー ジュ)に 内 的な
Versinnlichung[具体化,図 解]に よ って優遇 され る。象徴,象 徴 的活動 は,
意 味の一つの生成 的活動,言 語(ラ ンガー ジュ)に 内在 的な変態の源泉 で,
それを われわれ は無際 限 に,そ れ を認 識 してか否 か に関わ らず,実 行 す る
「われ われの言 語(ラ ンガ ー ジュ)は その ような間接 的な諸提示 で満 ち
て い る」 とカ ン トはKUh.の §59で言 う20。不 断にわれわれ は諸 比較 を実現
し,諸 親近性 を発見 し,諸 類比 を確立す る 暗黙 に,わ れわれの固有 の理
解 に応 じて 一 。美的な観念 は,一 つの範例的な様態で,言 語(ラ ンガー ジュ)
に内在 的なあれ らの活動 を特定化 し,完 全 な表現を与 え ることに成功 して,
言 わば身体 の中 に魂 を蘇生 させ る。 われわれが見 るご と く,ゲ ーテが象徴 を
考 え る様 態が まさにこの精神 の再合一 の行為 を見え るよ うにす る 一 一つ の
20[原書 注 番号257]わ れ わ れ は フラ ンソ ワ ・マ ーテ ィにお い て この概 念 の最 も幸運
な諸 提 示 の一 つ を見 出す 一 「可能 性 の 〈全体 〉 は各 々の象 徴 的 な表現 に おいて伝
達 され て い る 一 一思考 の 〈全 体〉 だ。 そ して,こ こで ま さに一つ の表 現 の問題 が,
そ して言語(ラ ンガー ジュ)に お け る表 現 の問題 が,と りあげ られ るよ うに,思 考
され る こ とが可 能 な ものの 〈全 体〉 は,同 じ く,話 す 一・人 の主体 が言 うことを 申 し
出 る ことので き る もの の 〈全 体〉 で もあ る。 語 るこ との プロ ジ ェク トは,そ の全 体
性 におい て,任 意 の 象徴 的 な表現 にお いて伝 達 され て い る(… …)象 徴 は,表 現 の
完 全 な意味 にお いて,言 うこ との一 つ の様式 で あ る」op.cit.,pp.363,366。
[訳注]「 われ わ れの言 語 〔ドイツ語 〕 は,類 比 に したが うこの よ うな間 接 的描 出
[exhibitiones]に満 ちて い る。」[「判断 力批 判 上 」『カ ン ト全集8』p.260]
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MittelPunlet[中間点],一つのGemeinsames[共通の ものユだ。[349]
知覚可能な概念の図式 においても(顕 示された諸存在物に関 して),象徴
において,お よび美的観念 においてと同 じく(一方の場合 も他方の場合 も,
常 に諸形態の視覚,沈 思,同 定が問題にな っている),想像力が一つの決定
的な役割を得ていて 一 厳格 に,悟 性のいかなる構成的な制約からも自由で
一一,そ の機能 において,よ りうまく言えば,そ の発見的な,幻 視的な潜在
力 について,自 らを顕示 している。因みに,語 るのが困難なのは対象的な構
成についてであって,知 覚可能な概念(犬,星,な ど)に ついてでさえ,わ
れわれが重 さの経験的な概念や,あ るいは因果性の純粋な概念を通 じて実行
される対象的な構成について語 ることができるのと同 じ意味ではできないの
だ。想像された一つの形態がそれに供給することが許容 されない限 りで,経
験的な概念の生成は曖昧さの中に留まり続け,そ の形態は分類不可能であり,
また…つの物的な操作の結果で もない。その必要諸条件としての,同 質的な
諸構造,諸 関係の諸体系 としての,空 間および時間は,沈 思に内在的な想像
的な諸行為によって変形 されている一 可視性の一つの形態[形式]は 空間
における一つの純粋な形姿(こ れは予測可能で証示可能な構築 と転形の諸法
則 に従 う)で はない。他方では,可 視性の一つの形態[形式]は,未 聞の様
態で,持 続の,継 起の,お よび同時性の時間的諸決定を主題化する 意義
付 けを帰する一つの反省的運動を通 じて 自らを提示 しつつ 一 。反省的な沈
思は,時 間的な継起の保留の一つの経験を含意する一 因みに,こ の保留は,
その ものと しての精神的な行為 に固有 の ものであ り,中 世諸時代のnecnc
stans[今立 ちつつ;静 止 セル現在;止 まる今]21に等価なものだ。一一般に,
美的な活動において,想 像力は悟性との関係の中にあるが(そ の影響無 しに
は想像の諸運動は一つの限界,一 つの秩序[次 元]に 到達することはできな
21[訳注]「 中 世 の キ リス ト教 世 界 に 時 間 軸 は
,存 在 して い な か った 。 ス コ ラ哲 学 が
言 う と こ ろ の 『止 ま る今 』(nuncstans)ある い は 『過 ぎ去 る時 の 中 の 今 』
(nuncintemporecurrens)。この と き,時 間 性 と ま っ た く質 の 異 な る別 の
次 元 が 現 れ て い た 。 そ れ は,世 界 に対 す る神 の 有 り様 と して の,超 時 間 性 の
永 遠 。」http://blog.goo.ne.jp/tbaji/m/200512(accessedO60609)
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いだ ろう。 因みに,カ ン トが語 る,決 定 されない概念は 一 美 しい ものの判
断の中で活動 してい るもの と して 一,§23で,そ の諸主張 の継起 の中で解
釈す ることが可能 だが,そ こでは,美 しい ものの判断 を崇 高な もの 質の
範鴫の一 つの形姿 と して,制 限付 け と して 一一の判断 と比較す る),し か し,
よ り深 くは(美 的 な観念の,お よび象徴 の形成 において,お よび崇高な もの
の判断 において),想 像力 は理性 と関係 を持 た され る。最 後 に,判 断す るこ
との能力 の反省的 な枠組み において,想 像力 は常 に理性 と関係 させ られ る。
諸節晴 はまさに諸理念 の規則の方 向を志向 し,特 に量 と質の諸節晴 はそ うだ。
KritikderUrteiisleraft[『判断力 批判』]の経過 の中でカ ン トは反復的 に想像
力を理性 と,美 的理念 を合理 的理 念 と,比 較す るが 一 その際,諸 親近性を
確立 して,そ れが彼 を して,想 像力 は理性 の一つの表現 であ ると主張 させ る
の だが(§57,注 解1,AKV,343-34422)一,これ はそれ に対 してわれわ
れ が合理 的諸 運動 の接近方法 を持 って い る具体 化 だ。 さ らに,§25の 一 節
が想起 され るが,そ こでは,わ れ われ の想像力 には無 限への前進へ の一 つの
努力が存在 して いる 一 一われ われの理性 には絶対的な全体性 への一つの主張
が存在 しているの と同様 に 一 一と言 われてい る(AKV,25023)。美的な活動
において は,従 って,悟 性 は もはや想像力 に従 わず,後 者 は,心(animo)
の活性 化 的原理(princioiovivificador;vivifyingprinciple)として,表
象的 な能力 の全 体性 のGeist[精神]と して(§4924),悟性 に対 してその固
ヘ ヘ ヘ へ22[訳注]「 構想 力 の 表象 を諸 概 念 に もた らす こ とは
,そ の表象 を表 明 す るこ と と同へ へ
じであるから,美感的理念は,構想力の(構 想力の自由な戯れにおける)表
ヘ ヘ ヘ へ
明不可能な表象と呼ばれることができる。……理性諸理念と美感的諸理念と
いう両種類の理念は,そ の諸原理をもたなければならず,し かも両者 とも理
性のうちにもち,理性諸理念は理性使用の客観的諸原理のうちに,美 感的諸
理念は理性使用の主観的諸原理のうちにもたなければならない」。[「判断力
批判 上」「カント全集8』p.248]
23[訳注]「 われわれの構想力のうちには無限への努力があ り,だ がわれわれの理性
のうちには実在的理念 としての絶対的総体性への要求がある。」[「判断力批
判 ↓ 」 『カ ン ト全 集8』pp.120-1]
24[訳注]「 精神 とは ,美 感 的意 味 で は心 の うちで活 気付 け る原 理 の こ とで あ る。」
[「判断 力批 判 上」 「カ ン ト全 集8』p.207]
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有 の諸 限界を発 見 させ るのだが,そ れ も既 に,可 能な経験 を超 え るもの との
関係 においてでな く,可 能 な経験 に 自 らを統合 しつつ,厳 格 な図式 的 一認識
的な手続 き 一 諾形態[形式]の認識(こ れはま さに経験が根付 くところの基
底,土 壌 だ と想定 され る)一ー 一に還 元 不 可 能 な もの との 関係 においてな のだ
[限界 を発見 させ るのだ]そ れに対 して諸経験の一つの限 りない領野 を発
見 してや りつつ 一 。 われわれが ここまでに見 た よ うに,図 式か らシンボ リ
ズムまでの間 に,諸 能力,感 受性,悟 性 の間 に異質性の一 つの転移 があ り,
象徴 と象徴化 され る ものとの間 の異質性へ向か って,そ の ような異質性 は,
一つ の共通の もの ゲーテが隠 された法則 と して特徴付 ける もの 一 を 日
の光 に晒すが,そ れ は美 しい もの と善 との間の疑 いを入れぬ諸親近性 の一覧
表 に よる範例 的 な様 態 で提示 され るの であ って,こ の一 覧 表 はVersinnli-
chung[具体化,図 解]を 確信 的 な ものにす る,す なわ ち,美 しい もの は善
の象徴 であるかの如 くにな るの だ。共通 の もの はその限界 的形姿 の下 におい
て,あ るいは,厳 格 に言 って,そ れに対 して は形 姿の存在 しない ものの様態
で提示 され る 一一一一それ は超 一知覚[超 一感 性]的 な もの(osupra・sensivel;
thesuper-sensible;dasUbersinnliche)(§592s)だ。[350]
25[原書 注番号258]カ ン トの象徴 概念 の(そ して それ に従 う類比 の用法 の)独 創性
は,フ ェル デ ィナ ン ト ・ヴ ァイ ンハ ン ドル に よ って 決定 的 な様 式 で強 調 され た－
FerdinandWeinhandl,びberdasattfschliessendeSymbol[「開 示 す る象徴 につ い
て』](SonderheftederDeutschenPhilosophischenGesellschaft),Junkerund
DUnnhauptVerlag,Berlin,1929.カン トの諸 テ クス トの一 つ の徹底 的な分 析 を通
じて,F.ヴ ァイ ンハ ン ドル は直 観 と概 念 との間 の異 質 性 か ら,象 徴 と象徴 され る
もの との間 の異質 性 へ の移行 を展 開 す る 一 さ らに象徴 の 固有 の発見 的動 態 も証示
しつ つ 。Cf.特に第lvtsよぴW章 。
モー リス ・マ ル シ ェは,象 徴 の語 はXW世 紀 に はま だ 「運 命 」(signo;fate)を
指示す る と保 証 す る。 そ して この こ とは,オ カル ト主義 者 た ちの諸理 論が常 に諸象
徴 に一 つの神 秘 的 な権能 を与 え て きた に もか かわ らず 一諾 事物 に参加 しつ つ,そ
の諸権 能 を と り集 め つ つ 一,ま た任 意 の対 象 が他 の それ と接触 させ られ て,総 て
の魔術 の固有 の参 加 の法 則の徳 にお いて,そ して象 徴 につ いて の特 別 の反省 的な取
り扱 い無 しに。 そ して これ こそ,わ れわ れが ゲー テ にお いて,そ して ロマ ン主 義者
において遭遇 す る もの だ(こ の ことは,ゲ ー テが青 年 時代 か ら錬 金術 の諸理 論 と実
際 を よ く知 って いた とい う事実 を無 にす る もので はな い)。 しか しなが ら,そ して
さ らにMマ ル シ ェと一 致す る点 だ が これは われ われ には最 も正 当 な概 観 を呈
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[351]そ の よ うであ るか ら,多 分,も しも,認 識 の活動 が美 的活動 に
共 一本 性的(co・natural)ならば,た だわ れわれだ けが,ア プ リオ リの純粋
な想像力 のモ ノグ ラムに,接 近す るこ とがで きるので あろ う。 われわれ の知
るよ うに,こ の共 一本性 性(co-naturalidade;co-natura]ity)はゲ ーテの
思 想 の通奏 低音(bajxo-continuo;thoroughbass)であ る。 その形 態学 に
お いて,一 われ われ はそれ を もう一度 喚起 す るが 一 一ー芸 術 の,知 る こ と
(Wissen)の,および科学(学 問;PVissenschaft)の諸 道 が合流す るが26,
これ らがそれぞれ指示 す るの は,諸 情報 の体系 と しての認 識 一一 これ は諸操
作 の,増 大 す る諸情報 の領域 を拡大 し維 持す る(前 進す る一 つの線 を構成 し
つつ)一 ㍉ および認識 の一 つの形態[形 式]一一 それ はその提示 の諸形態 の
多様 性 において 同一 に留 ま るが(一 定 の諸設問 を聖化 しつつ),そ れは諸 当
惑 の一つ の有 限 の結 合体 と,そ の同 じ諸 当惑 への循 環 的な再帰 を含 意す る
一 であ る。 この最後 の種類 の認 識 を支配 す る法 則 は一 つの強化 の法則 であ
る。 その研究 一一それ は辛抱強 い一 つの観察 と一 つの生産的 な直観 との 間の
同盟 を要 請す る 一一の 目標 は,現 れ る ものの,そ の起源 に至 るまでの案 内 で
あ る。 つ ま り,そ の最終 的な 目的 は構造的 な諸 モデル の決定 ではな くて,む
す る よ うに思 われ る もの だが 一,革 命 は カ ン トお よび 『判 断 力批 判』 か ら来 るの
で あ り,こ こで は,象 徴 の一・つ の親 しい意義 が彼 を ライ プニ ッツ的 な解 釈 に対 置 さ
せ る 一 象 徴 的 であ るの は一 つの直 感 的 な認識 で,そ れ は理 性 の理念 との一 つ の類
比 を許容 し,か つ それ は,悟 性 の諸 操 作 に起源 を持 つ いか な る認 識 と も異 な って い
る。 ゲ ー テ と ロマ ン主義 者 た ちは この 象徴 の思想 を維持 し拡張 す るため に貢献 した
ので あ る。Cf.⑳cit.,pp.7-8.
26[原書 注 番 号259]想 起 され る よ うに
,WissenとレVissenschaftの区 別 こそ が,
MaieriatenzurGeschichtederFarbenlehre[『色 彩 学 の歴 史 の た めの 諸 資料 』]で
確 立 されKunst[芸術]とWissenschaftの間 区別(因 み に,ベ ンヤ ミンに お け
る批 判 の概 念 において 再 び と りあげ られ た)を 可能 に したの で あ ったが ,こ れ は純
粋 な 反 省(Refte.rion)の危 険 も,累 積 的 お よ び前 進 的 な ,厳 密 な 知 る こ と
(Wissen)の危 険 も冒 さな い。 反 省 か ら,自 分 の利 用 の た め に,そ の活 動 に内 的 な
生 きた,非 時 間 的 な諸 結合 とを取 り出 す に して も,ゲ ー テ はそ れ らを一 つ の 斑 πθ
動 ηヵ舵[繊 細 な経 験 世界]の 一・つ の プ ロ ジ ェク トの 中で実 施 し,純 粋 な反省 が含 意
す る留 保 を停止 させ,超 克 しよ う と努 力 す る。Cf,この第 三 部 のモ ッ トー,pp.316-
318[原書]。
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しろ原初的な概念 としての形態[形 式]の 観念である。
ここで追究される観点 に従えば,ゲ ーテの形態学的なプロジェク トはカン
トの図式化の理論の一つの再検討へ と誘 う一一それがその形態学 と自ら取 り
結ぶ程度に比例 して 一 すなわ ち,在 るものと現れるもの(形 態 として主題
化される)と の関係 は,一 方では,概 念 と理念 との諸差異との遭遇を,そ し
て,他 方では,一 つの構成の他のそれへの移行の,… つの能力の他のそれへ
の移行(一一つのMittelPunht[中間点]に より支持 され,想 像力 に対 して譲
渡 し得る)の 主題 との遭遇を含意す る。第一に,執 着の対象は,顕 示された
諸存在物(特 に生 きた諸形態)の 場合における,経 験的概念の適用の正当性
を決定すること,あ るいは,む しろより適切に言えば,共 通の もの(こ れが
一方で密度,重 量,尺 度の,他 方で犬,星,木 の,経 験的な概念の領域への
所属を正当化することを可能にするはずである)を 決定することであった。
この正当性は,唯 一,第 二の ものたちが,図 式化可能だとい う原理か ら離脱
することによってのみ,疑 いに晒されるような ものである。第二に,共 通の
ものを発見することであるが,こ の共通のものは,こ の経験的な(知 覚可能
な)諸 概念の最後の種類 と,純粋な諸概念 との間の親近性を正当化 し,両者
の諸図式を持つことが可能だということを証示 し,あ るいは,別 様 に言えば,
図式は二つの場合 で同 じことを意味 し得ないということを証示する ものだ
一 すなわち,一・つの場合 には,図 式 は,一 つめ構造を提示する可能性に基
づいてお り,これが時間的な統制 された決定(そ の下で各々の範鴫は取 り扱
われる)を 伝えるが,他 方の場合 には,図 式は一つの形態の提示であること
を止めることができない。 この二つの諸契機は次の設問を導入す るべ く試み
ることである一一すなわち,一 つの概念 とは何か,と いうことだ。第三に,
諸存在物に言及する経験的な諸概念(カ ン トの成功 した指示によれば知覚可
能な諸概念)の 諸図式は,想 像力の諸活動を想定す ることを証示すること。
これ らの諸活動 は,純 粋な諸概念の産出のために要請 される諸活動の中で消
尽されることもないし,それに統合されることも可能ではない,と 言 うのは,
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そのような一つの経験的な概念からは構成の一つの規則を適切に提示するこ
とはできないか らだ。第四に,想 像力の美的な諸活動の知覚可能な諸概念を
図式化する可能性 に接近す ること一 諾形態の把握 と産出。第五に,知 覚可
能な概念の図式 一 形態として現れ,展 開するところの諸存在に対 して相対
的なもの 一一を,理 念的な領域で統合すること。第六 に,自 然の種 風 科
等への分類の可能性,お よび,一 つの秩序の総てのそして任意の表出は,そ
の同 じ理念的な領域か ら生 じて くるとい うことを考察す ることだが;そ れが
含意するのは,自 然は芸術のモデルの下で,お よび言語(ラ ンガー ジュ)の
モデルの下で考察 されているということで(こ れは,最 後に,在 るところの
もの には総 て に拡大 ざれ ることで あ り,あ るい は,在 るところの もの に対 し
てわれわれによって付加されるものだ),それをわれわれは認識 し,優 遇 し,
伝達 しなければな らないものだが,そ れはあたか も,一人の対話者,し か も
そちらの側 として も,在 るところの もの(多 様性 と可変性 としての,諸 形態
の豊富 としての)の 信用を指示するわれわれの意思に好意的な対話者が問題
にな ってい るかの ようだ。 第七 に,図 式化の理論 の結 節[結 ぼれ]は,
KritikderUrteilshraft[『判断力批判』]においては沈黙の うちに通過す るの
だが,そ れは錯乱のためでな く,カ ン トが自然を思考す ることの未聞の一一つ
の様態を見通 したためであ って,そ れによって彼は新 しい 「諸対象」一一反
省の諸対象 一 を認めるようにさせ られたのだった。 これ らの諸対象は諸概
念 としては決定不可能で,そ れ らは諸理念の領域に近づいていたのだが,そ
れ らの諸対象の構成は想像力の一つの未聞の利用 と,想 像力 と理性 との間の
発見的な関係に義務付けられ続けていたのであった(他 方,図 式化 の理論は
想像力 と悟性 との間の関係 に刻まれているのだが)一 それは諸形態だ(そ
の本質は生 きた諸形態,お よび美 しい諸形態において,最 も内容を孕んだ形
として理解され る)。第八に,そ して最後に,カ ン トの思想の内部 における
これ らの諸転形およびあれ らの諸連合が存在 してお り,そ れ らはまさにゲー
テが遭遇 した ものであることを論弁することであるが,し か もそれは,直 接
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の影響によるのでな く,形態学的な諸設問を研究す ることを始める思想が,
一定の諸困難 に遭遇 し,一 定の諸関係を確立 し,一定の諸先行想定を受容す
るように巻 き込まれるか らなのだ(そ してカ ン トはこれを範例的な様態で完
遂 す るのであ って,コ ペルニ クス的な視点 を与 え られ て,当 惑 の諸焦点 にお
ける諸形態の周 りの原初的な総ての諸発見を転換するのだ)27。
* * * * * *
[354]
3.Siltzるこ と,在 る こ と,お よ び指示 。 功 力 る こ
との段階 方 け,在 るこ との多 様 な搦,態お よ び酬
斑「な受 容 鎖●示,認 象,Urph註nomen[原現
象]/知覚,観 察,i沈思 。 他 の分 類 経 験 的 現
象,科 学的 現象,純 粋 現 象280確 験 の耕 栗 」 と
Lτ の純 浮　魂!象「の決定 に おCiτ～寅 じられ てい る魂1
、象の 留保,予 」見 ～直観 と端 。Urph目nomenの
概1含の緩 慢 な蹴fk原 初的 な」醇示 と,鎖 示 の
原 初 汐な経馳 現実rの世界 ぱノ9-9eな課題 だ 沈Et
的 な〔行為 の招1野物 と しτのUrphtinomen。そ の
2了[原書注番号260]従って,問題 になっているのは,ゲ ーテが正確に超越論的哲学
の真髄を構成する諸設問に専心 していたこと(そ れは真実ではなかったから絶対的
フ 　 ガ
に怠惰 な ことだ った)を 弁 論す るこ とで はな くて,む しろ共 通 の諸 点,逃 走 の諸 点,
諸 交 差 点 に注 意 を喚 起す る ことで あ り,そ れ は,特 殊 な諸存 在 との,諸 形態 との直
面 が伝 え る ことを止 め る こ とが で きな いだ ろ うことだ。 ゲー テ にお いて は,理 念 は
常 に諸 形 態 に連合 して お り,そ の連 合 は,諸 形態 の形 成,転 形,お よび諸形 態 の把
握 の間 の不 可 分性 の先行 想 定 と同 じ く,『判 断 力 批判 』 の分析 され た諸 節 にお いて
確 定可 能 で あ り,そ れ らは,図 式 化 の理論 の諸沈 黙 を通 じてで あれ,第 一 の演繹 を
通 じて で あれ,「超 越論 的弁 証法 へ の 付録 」 の 諸 ペ ー ジを通 じて で あれ,準 備 され
た もの だ。 精 神が,そ れ に専 心す る諸 対象 に応 じて実 現 す る よ う高 め られ る諸運 動
の確 証 よ りも,ゲ ーテ の系 譜 の確 証 に至 るまでの方 が よ り少 な い。 カ ン トは事 実上,
その関 係 への忠 誠 の範例 的 な一 つ の ケー スで あ る。 彼 の各 々の概 念化 は,ベ ンヤ ミ
ンが 同 じよ うに 自己 を提 示 して い たよ うに,相 関 的 な対象 へ のeineEntsPrechende
[一つの対 応 す る もの]で あ る。
28[訳注]木 村 直 志訳 「経 験 と科 学」 『ゲ ー テ全 集14』,p.29
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'
緩 慢 な固定化 の諸契 機 を構 成 す る諸 概念 一一 特 に
Grunderscheinun9[根本 現 象]右 よびGrunder-
fahrung[根本経 験]一 の 顔違 の解 明。 導 〃∫さ
カた{らの を綱 的 な もの と考 え ること の危険 。 そ
の あ らゆ る輝 き'ご方 げ る!繊i的 な もの と しτの
Urphtinomen⊆問 題 と屑働 な もの と の琢 合 一)
一 綱 の限 界と不 可分 のiらの の縦 控。知 覚 可
能 な識 象 との麟 ノこ朋L,調 物 肪 κ 行為 する
こ(との必 要 傑 一 髪}体勘 な 観念 の追 求oUrphti-
nomcnと象 徴∂タノズタ7bジア 一 一・つの表 象的
・な撞着 への その 包 含の臓oordodejure[権i利
に よ る秩序]とordodefacto[事実 に よる秩 序]
の麟 の嗣 的 な無 花。夢助 る ごとの渤 と夜脱
との対 立。 諸 能力 の肩浄 化 の遠鏡 一 直観 する こ
との行 為。Trttbe[陰欝]の 概 念 一一第 一の身 体
的 な6の 。 認 識3r端 の蹴 化/こ達 す るこ とを裾
野 に攻 め て右 ら武 その1顕界/こ産 す ることを志 向
する。ditzるこ とと言葉 揮f詔 との御 の 一 つの
一致 の追及 一 言 語(ラ ンガ'一ジュノ の詩i澄クな運
動 身]躰を通 じτ一一 。Urphanomen〈と象 鑑{そ
の1}
在 る もの は総 て現 れる 一 白 らを証示 しつつ,自 らに意味付 け しつつ 一一,
これ が,わ れわれ の知 るごと く,そ の上 に一つの形態学の可能性 と,形 態学
的思想一般の可能性が憩 うところの第一の確信だ。現れるところのものはゲー
テの諸著作 において異なった諸術語によって指示 されているが,そ れが含意
す るのは,統 合の,現 れることの諸段階の色々な諸水準,在 ることの多様な
諸 様 態 で あ る 。 そ れ らの 諸 術 語 を 列 挙 す る と －Manifestation[顕現,表
出],Erscheinung[現象,現 れ],Phdnomen[現象],UiPhdinomen[原現
象]だ 。
一[355]Manifestation[顕現]お よ びErscheinung[現象 ,現 れ]は,
絶 対 的 同 義 語 と して 適 用 さ れ て お り,直 接 的 に,そ の 光 輝 く表 出 性(ex－
pressividadeirradiante;irradiantexpressivity)にお い て 在 る 限 り に お け
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る存在 を指示す る29。これ らの術語 を も ってゲ ーテは現 れ る ことの生起 を,
つ ま り,エ ピ フ ァニ ー[洞 察,直 観;顕 現]と して の 生 起 を,そ の 表 出 性 お
よ び非 消 尽 性 に お い て 強 調 す る。 一 つ の 術 語 で あ れ,他 の そ れ で あ れ,無 限
の 多 様 性 の 説 明 を 与 え(VVasindieErseheinungtr・itt,musssichtrennen,
umfnur7xuerscheinen[現れ に 踏 み 入 って く る も の は,{単 に}現 れ る た め
に{だ け に も}自 ら を 分 割 しな け れ ば な ら な い(拙 訳)]),一 つ の 関 係 的 な
動態を包含す るが,そ れは現れるもの,自 らを顕現す るものは,誰 かに対 し
て,そ して何かの事物を顕現す る 自らを意味付け しつつ 一 か らだ。そ
の構造 は一 つのfulguratio[雷光的 閃 き]の それで あ り,そ れ が含意す るの
は,そ れ に内在的な意図性 の一 つの運動,内 包 的な啓示 の一つの形式であ り,
それ は,現 れ る ものが一つ の理念 の表 出,あ るいはよ り上位 の次元の一 つの
現 象 の特 定 の形 姿 で あ るの に比 例 して い る。 他 の様 態 で言 え ば,仇 碗
Erscheinungtreten[現れ に踏 み入 って くるこ と]は,現 れ ることを 自己呈
示 と して啓示 し,ま さに,一 つ の存在が到達 す る最 も高 め られた点,そ の可
視性 の最 も充実 した到達点,適 切 に言 ってその輝 きを指 し示す ので あ って,
そこか ら必然 的 に言 え るよ うに,Erscheinungの概念 に連合 してSteigerung
29[原書 注 番 号261]例 を あ げ る とDieManifestationderIdeeatsdesSchb'nen
(..).ZumSchb'nenwirderfordeteinGesetz,dasindieErscheinttngtritt(...),
M.u.R.745-746,p.470.(...)ノ111eswaswirgewahrzuerdenundwovonwirreden
kb'nnen,sindnurManifestationenderldee(一..).Wαsmanldeenennt:das,ωas
immerkurErscheinmgkommtC..)M.u.R.12-13,p.366.([訳注]「 美 と して の
理 念 の 表 出 」(岩 崎 ・関 訳 「箴 言 と 省 察 」 『ゲ ー テ 全 集13』p.312);「美 を う む た
め に は,現 象 と な って 現 れ る一一・つ の 法 則 が 要 求 さ れ る。」 同 上 訳 書,同 所);「 わ た
した ち が 感 知 す る もの,ま た わ た した ち の 話 す 対 象 と な り得 る もの は,す べ て 理 念
の示 顕 に過 ぎ な い。」 同 上 訳 書,p.204;「理 念 と呼 ば れ る もの,そ れ は つ ね に 現 象
と し て 現 れ 」 同 上 訳 書,p.205)こ の 時 点 で は,単 にManifestationとErschei-
nungの同 義 性 を 証 示 した い と望 ん で い る だ け な の で これ らの箴 言 に は い か な る 評
言 も付 加 しな い が,そ れ は,最 後 の 方 の 諸 ペ ー ジ で,ゲ ー テ に お け る一 つ の理 念 で
あ る だ ろ う もの の 決 定 に統 合 さ れ て 提 示 され る だ ろ う。 括 弧 に入 った テ ク ス トー
数 行 後 の 一 の た め の 参 照 文 献 は 一 《EntwUrfeinderOrdnungdesSchemas
[図式 の 秩 序 に お け る 企 画]》(12c《SymbolischeAnntiherungzumMagneten
[磁石 へ の 象 徴 駒 な 接 近]》),LAI,3,p.387。
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[上昇,強 化]の,お よびEntelechie[エンテ レキー]の 諸概念 があ る一 人
聞 にお ける美 は,彼 が真 にindieErscheinungtrittする瞬間 に 自 らを宣 言
す る(対 応 して,老 い はZurticletretenaecsderErscheinung[現れか らの後
退 ユ と規 定 され る)。 植 物 の生 長 の 経 過 の 中 にあ る花 は,植 物 が 祝 砲
E7s仇e仇姻g↓γ赫[現 れの中 に踏 み入 る]瞬 間,す なわ ち,充 満の,お よ び
その純 粋 な提示 の瞬 間で あ る(果 実 は遡及[後 屈],留 保,顕 示 を前 に した
後退 の開始で あ る)。その全 体性 にお ける 自然 はManifestdtionen[諸顕現 ユ
の,お よびErscheinungen[諸現象,現 れ たち]の豊富 と して考え られている。
若干 の場合 にPha'nomen[現象]の 術語 がManifestationない しErschei-
nungと同 じ理解 を もって用 い られ るこ とが あるが 一一 例 えば箴 言590:「全
く適 切 に言われ る ことだが,現 象[dasPhdinomθn]は動 機 の無 い－Aつの帰
結,原 因の無 い一 つ の結果 で あ る」3eで生 じた こ とだが 一一,他 の多 くの場
合 には,特 に色 彩に関す る諸研究 においては,そ の意味 は等価で はな い。 こ
の差異 は明示 的 に 《SchemaderFarbenlehre[色彩理論 の図式]》 とい う
タイ トルのテ クス トに表明 してある。 これ は 『色彩論』 の準備段 階で,そ こ
では因 み にErscheinungの術語 は最 も抽象 的 な一つ の制 限 的な規定 を受 け
取 って いるが,そ れ は,そ れが,わ れわれがそれ らの諸術語 につ いて完全 な
確i実さ無 しで も知覚す る ところの ものの一つの一般 的な指示 と考 え られ てい
るか らだが,そ れ は,一 つの漠然 と した知覚 一 一偽 って包含 的 とされて いる
一 に,言 わ ば両 眼の一 つの視覚 に,対 応 して いる。 それ は,Erscheinung
について語 る一つの様態 で,不 確定 な 〈現 れ ること〉 と して,し たが って,
-iつの不確実 な知 覚 の相 関物 と してあ る
。 そのPhdnomenへの転形 は,ま
さに,一 つの決定 された知覚的 な方向付 けを含意 し,そ れ に対 して競合 す る
のが,顕 示の,Erscheinungの,性格 を持つ一つの特定化で,こ の特定化 は,
現れ るこ との諸条件 一 現れ る ことの一定の制 限 された諸形態 との関係 にお
SO[訳注]「 現象 は原 因 のな い結 果
,理 由の な い効 果 であ る と人 が言 うの は ま った く
適 切で あ る。」(「箴 言 と省 察」 「ゲ ーテ全 集13』p,289)
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いて 一 の一 つの 了解 か ら導 出 された もので あ る。 と言 うこ とは,Pha'no-
menが含 意 す るの は,顕 示 の領域 の,諸 領域 へ の一 つ の分 節化,一一つ の還
元 的で決定論 的な秩 序,お よびその秩 序の,そ れ ゆえ,そ れ に対応す る領域
の,諸 条件 の一 つの了解 で ある31。そ の よ うな もので あ るか ら,Phanomen
の術語 は,そ の もの と しての現れ る ことに一 つの切断[切 れ 目;corte;cut]
を導入 し,限 界付 ける 厳格 な諸条件の下 で特殊な諸顕示(例 えば光輝 く
ノヘ ロ 　
光 輪の諸現 象や,色 彩 的な諸対照)を 再統合 しつ つ 一 。Phdinomenは受 階
[整列,分 類;聖 職授与式;ordenagao;ordination],分類,系 列 の諸 理念
を包含す る。[356]
Phdinomenの術語 にお いて は,決 定 は一 つ の頂点 に達 していて,そ れは同
時 に 一 後 に解 明 され るよ うに 一一認識 的な決定の一つ の極限で あ る(そ れ
を超 えて行 くことはで きな い)。問題 にな って いるの は,自 然 に存在 す る生
成 的な一つ のエネルギーを指示 す る一 つの概 念で,そ れ を貴重 な諸 ケースの
ため に同定す る ものだ。u7Phdnomenは現 象 の 中 に現 れ て い る現 象 の起源
であ り,そ の理 由のため に,同 時に一 つの現象 的な身分 と,一 つ の理念 的,
形 成 的,非 物 体 的(incorp6reo;incorporeal)な身分 とを所 有 す る。Ur-
phdnomen,独自[最 初〕のな い し原 初 的な現象[ofen6menooriginalou
origin6rio;originalororiginaryphenomenon],は,顕示 の生 成 的 な形
態 である。
「観 察 と知覚 との差異 は,釣 り師 と魚 との聞 に存 す る差異 を想起 させ る。
漁師 は釣 り糸 を観察 し,他 方,魚 はそれ を発 見す る。 同 じ くまた,わ れ われ
は,私 が それ をここで試 み るように,わ れわれの諸感覚 における諸知覚 を,
31[原書 注 番 号262]「 顕 示(Erscheinung):われ わ れ が
,完 全 な確 実 さ無 し に知 覚
す る もの の 一 般 的 な 指 示 。 現 象(pa'hnomen),一つ の特 定 の 性 格 を 持 ち,一 定 の
諸 条 件 の 下 で 斉 一 に([単 一 の 形 態 の 下 で];uniformemente;uniformly)現れ る
一 つ の 顕 示(… …)」 《SchemaderFarbenlehre[色彩 論 の 図 式]》
,LAI,3,p.364。
さ ら に,MetasmorPhosederPftanzen[『諸 植 物 の変 態 』]に はPdhnomenの 術 語
は け っ して 現 れ な い こ と は 確 認 さ れ る。 この 用 語 の適 用 は 事 実 上,色 彩 に 関 す る研
究 と共 に 開 始 され る。
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ア ・ポステ リオ リの反省を通 じて転換することができる。その場合,わ れわ
れは観察を変態 させ,一 つの熟慮[沈 思]的 な距離を見 ることに成功するこ
とは,漁 師 とも魚 と も同 じとい うことは確かだ32。」 ゲーテの形態学的な思
想[思考]は,ユ ンガーによって,こ のテクス トで,寓 話の形で確証 された3
つのタイプの活動 一 知覚,観 察,熟 慮 一 の再合一の生 きた例示 と考える
ことができる。釣 り師は釣 り糸を観察 し,他方,魚 はそれを発見する。知覚
は常に発見の一つの形態で,そ れに対 しては同時に決 して準備 していること
は無い し,過去か らず っと準備態勢にあったわけでもない 一 釣 り糸 によっ
て絡め獲 られるのであ り,そ して,限 界においては,い かなる事前の警戒 も
われわれを防御 しないであろう一 われわれが世界を知覚す ることを放棄す
るので もなければ。知覚は,世 界の受容の直接的な行為 としては,一 つの,
世界 による 「獲 られること」 であるが,そ の知覚においては,第 二の契機
一 その最終 目標および補完物 一 への移行の生成過程にある。すなわち,
知覚の情熱的な構造の発達は,捕 捉 されることと捕捉することとの間の照応
を包含す る。その運動において,世 界との直接的な関係は一つの留保 を蒙 る
一 それは知覚的な諸エネルギーの導きと方向付 けの形態で,偶 然 と驚きを
制限 しつつ,そ れ らを計算された表明と して,予 想 として,展 開する。 もし
も,知 覚の方法的かつ統制 された手続 きとしての観察が,変 態のそれ独 自の
一つの形態だとす ると,そ れは永久的に自己を再生 しなければな らない ・一
それは,そ れによって 自らが,在 るものとの関係の一つの腐食的な過程に転
換 しないためである一 そうすると,そ れには死が与え られ,知 覚が無用化
され るのだ(手 近 に入手可能 な清め[祓 い]の 水によ って)一一 。最後に,
熟考の行為は,観 察の強化 された一つの形態であ り,そ こでは直接的な関係
と仲介された統制 とが再合一す る。熟考する者は,本 来的に言 って,そ の裸
32ErnstJUnger
,Drogas,Embriagaezeoutrostemas[『麻 薬,中 毒,お よ び そ の 他
の 主 題 』](Annb'herungen,DrogenundRausch[『接 近,麻 薬,酩 酊 』],1970),
trad.portuguesadeMargaridaHomemdeSousa,revistaRafaelGomesFilipe
eRobertodeMoraes,Arc6d、ia,Lisboa,1977,p.82.
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の直接性において熟考するところの ものによって,捕 捉 されない 一 捕捉 さ
れ るものは,魂 の中断 され ない一つ の進歩 を,一 つの遅延 を,呈 し,一 つの
共通のもの 一 知覚の限界と現れることの起源 を主題化に高める。還元
主義の危険無 しで,わ れわれは知覚 の運動はErscheinungの直接性 に照応
す ると考えることが可能だと信 じる。他方では,観 察の運動に対 して競合す
るのは,基 礎 的な諸Phdnomeneへの顕示 の選 択 だ。最後 に,熟 考 の契機 か
ら は,UrPhdnomenの了 解 が 固 有 の も の だ 。[357]
《ErfahrungundWissenschaft[経験 と科 学]》 に お い て,わ れ わ れ は,
、勘 伽 四η召ηの術語 にこめ られたこの諸指示の多様性を見出すが,そ れは規定
の差異 化 された諸段 階 の下 で決定 され る －das2mpirischePhdinomen[経
験 的 現 象],daswissenschftlichePhdnomen[科学 的 現 象],お よ びdas
reinePhdnomen[純粋 的 現 象]3㌔ 諸Phdnomene(あ る い は 諸Facta)は,
われわれに対 して,直 接的な様態で,決 定 されない,か つ振動するものとし
ss[原書 注 番 号264]短 い エ セ ー 《ErfahrungundWissenschaft[経験 と科 学]》(HA
13,pp.23-25)一これ は 同 じ く 《DasreinePha'nomen[純粋 現 象]》(LAI,3,pp.
306-307)と命 名 さ れ て い る(既 に 第 二 部,p.288注201[原 書]に 引 用)一 は,
1798年1月17日 に ゲ ー テ に よ って シ ラ ー に一一通 の 手 紙 と共 に送 られ た が,そ れ は,
諸 色 彩 に つ い て の 探 求 を め ぐ って 起 こ さ れ た 方 法 論 的 な諸 設 問 に 関 す る 一 つ の 激 し
い 書 簡 交 換 を 引 き 継 い だ もの だ った 。 同 じ く想 起 され る よ うに,pp.288-2899[原
書]に お い て シ ラ ー が この エ セ ー に つ い て展 開 した 評 言 が,Phdnomenの 決 定 の 諸
様 態 の 一一つ 一 つ に等 価 な 理 論 的 諸 立 場 を 確 立 して い る。
ニ ス ベ ッ トはH.B .Nisbet,CoetheandtheScientificTradi'tion,lnstitutofGer-
manicStudies,Un三versityofLondon,1972,pp.26-27で,この 分 類 を ベ ー コ ン
のNov2tmOrganumIV,50の分 類 の 一 つ の 応 用 だ と解 説 す るdasemPirische
PlidnomenはsensesandParticntarsに対 応 す る だ ろ う し,daSivissenschaftliche
Phdnomenはmiddleaxiolnsに,そしてdasreine、Phdinomenはgeneralaxioms
に,対 応 し よ う。 しか しな が ら,こ の 連 合 は,維 持 され る の が 可 能 に 見 え る た め に
は,厳 密 に そ の 統 合 の特 殊 な 枠 組 み を 証 示 し,諸 指 示 の 間 の 差 異 の 理 由 を 解 明 しな
け れ ば な らず,そ れ は単 に用 語 法 的 な 便 宜 性 の… つ の 設 問 だ けか ら生 じ る もの で は
な い の だ 一 厳 格 に は,一 方 お よ び 他 方 の分 類 の 先 行 諸 想 定 は 互 い に 照 応 しな い の
だ 。 そ し て,そ う した こ とは,ま さ に ベ ー コ ンの 諸 理 念 に と って の 無 能 力 か ら生 じ
る 一 ゲ ー テ が 強 調 す る よ う に(cf.ZurFarbenlehre.HistorischeTeit.Ergdnzung
undErlduterungen[『色 彩 論 の た め に。 歴 史 篇 。 補 完 お よ び 注 解 』],LAII,6,pp.
62-64)。先 行 す る諸 理 論 家 へ の分 析 に お い て ベ ー コ ンは ま さ に 「産 湯 と い っ し ょ に
赤 子 を 捨 て て 」 しま った(cf.MaterieZttrCeschichtederarbenlehre[『色 彩 論 の
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て現 れ るこ とが可 能 で はあ るが,そ の本 性 に応 じて,決 定 され(determi-
nados;determined),かつ規定 された(definidos;defined)もの であ る。
探求 者 は ま さに,諸 顕示[dieErscheinungen]が規定 された もの につ いて
持 っている ものを捕捉 し固定 しよ うと勤 め る 一一 この際,注 意 を向 け るの は
単 に諸現象[Phdinomene]が現れ る様態 の みでな く,ど の よ うに現 れ るべ き
で あるか とい う様態 で もあ る(こ の方法 の原理 は,形 成 された器 官 の中 にお
いて,現 れ ることにな るで あろ う器官 を発 見 し,そ れ に先行 した 一 諾 植物
の変態 において生 じた よ うに 一一 ものの諸痕跡 を発 見す ることを可能 にす る
だろ う)。われわれ に経験 的に与 え られて い る ものの多 くは,観 察 とその諸
!
要請の力によ って除去 されることが必要だが,そ れは純粋で不変の一つの現
象 一 それ は一種 の理念を含意する一 一が得 られるようにするためだ。 しか
しなが ら,考慮 に入れなければな らないのは,一 つの大 きな差異が 「一 つの
仮説への愛のために丸々とした諸数を諸端数に還元すること一 諾理論家が
そ うするように 一一,あるいは,純 粋現象の理念のために,一一つの経験 的な
端数を犠牲にすること」(HA13,p.2434)の間に存在す るとい うことだ。そ
れゆえ,混 同すべきでないのは,既 に一つの孤立化 の行為の一 つの結果であ
歴 史 の ため の資料 』],LAI,6,p.147)。いず れ の場 合 も,ゲ ー テ に対 す る経 験 主i義
的伝統 の影 響(新 プ ラ トン主 義 的,お よ び合 理 主義 的 影響 と並 ん で)に つ い て のニ
スベ ッ トの諸探 求 は,こ の伝 統 の 中 で ゲー テ に よ って同化 され た部 分 の 喚起 に お い
て非常 に解 明 的 で,特 に,彼 がベ ー コ ンの 明晰 さ と明 解 さに お いた信 頼 につ い て そ
うで あ る 一 「諸 感覚 の 世界 に向 けて生 まれ,そ こに お いて一 人 の ヘ ラ ク レスの よ
うに支配 す る」 一ー一,そ して,さ らに こ こ に含 まれ て い るの は,仮 説 一演 繹 的 な諸
方 法 に対 す るベ ー コ ン的 な批 判 へ の 同調,お よ び,idolaの理論 の採 用 で,そ れ ら
の 諸 効 果 は 「内 部 の 諸 敬 」(innereFeinde)にお い て 示 さ れ,そ れ は 《Der
VersuchalsVerrnittlervonObjektundSubjekt[客観 と主 観 の仲 介 者 と して の
実 験]》[rゲー テ全 集14』 潮 出版 社]に 語 られて い る 一 なか んず く,一 つ の偽 り
の想像 力,焦 燥,軽 率,怯 儒,先 入見,軽 率 であ る。Cf.HA13,pp.14-15,
a`[訳注ユ 》vieleempirischeBrifche,diemanwegwerfenmuBumeinreines
konstantesPhanomenzuerhalten;alleinsobaldichmirdaserlaube,so
stelleichschoneineArtvonIdealauf.<<;「経 験 的 な端 数 の よ うな もの が
多 数 あ り,純粋 な恒 常 的現 象 をえ るた め に は それ らを 棄 て去 らな けれ ば な ら
な い。 しか しなが ら,あえ てそ うす る こ とに よ って,私 は直 ち に も う一 種 の理
想 を立 て る こ とにな る。」[木村 直 司訳 「経 験 と科 学 」『ゲ ー テ全集14』p.28]
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る もの を孤立化 した もの と考 え る一つの分析,つ ま り,一 つの先行想定 を証
明す るために観察す るものを解体する一つの分析 と,「諸現象を救 う」一
それを…つの理念の諸要素に転換す ることを通 じて 一 ことを狙 う分析とで
あ る35。その うえ,ベ ンヤ ミンにおけ る理念 の提示 は,ゲ ーテにおけ る純 粋
現象の熟考 と同 じく,た だ諸顕示の多様な諸詳細への没入によってのみ実現
される ことが可能 なのだ。[358]
経験的な現象は,そ こで,現 れるところのもの,人 間が自然において直接
に知覚するところの もの,そ して,導 かれた観察を通 じて加工されて科学的
[学的]な 現象 に転換 される 諸条件と諸状況が多様化 し,構造的な諸継
起 に,諸 系列[連 続性stetigeFolge]に統合 されるに比例 して 一 ところ
のものである。他方では,純 粋現象の方は総ての諸経験の,経 験の総ての諸
ss[原書 注 番 号265]こ の よ う に ワ ル タ ー ・ベ ン ヤ ミ ン はDerUrsPrungdes
deutschenTrauerspiels[「ドイ ツ悲 劇 の根 源 』]へ の 《Vorrede[序章]*》 で,顕 示
と理 念 と の 関 係 を 説 明 す る …一 概 念 的 な 仲 介 を通 じて,文 学 的 ジ ャ ンル と して の
Trauerspiet[悲劇]の 理 念 の 決 定 の 枠 内 で 一,cf.1,1,p.214**。こ れ は最 も前 進
して,自 らに そ の ゲ ー テ 的 な観 念 と の 深 い 親 近 性 を 示 しつ つ 展 開 す る関 係 だ 。 そ の
う え,も っ と後 に,UrPhdinomenをdialektischesBitd[弁証 法 的 な 形 象]で 置 き
換 え る に 当 た って ベ ンヤ ミンは ま た ゲ ー テ に対 して 自分 の 固 有 の歴 史 的 な思 想 を 回
帰 させ て い る 「弁 証 法 的 な イ メ ー ジは,歴 史 的 対 象 の,一 つ の分 析 の対 象 に関
す る ゲ ー テ の 諸 要 請 を満 足 す る よ う な形 態 で あ る 一 つ ま り,一 つ の 真 正 な総 合 を
開 示 す る こ と だ。 そ れ は歴 史 の 原 初 的 な現 象[UrPhdnomen]だ。」DasPassagen-
WerkV.1.[Nga,4],p.592***.
[訳注]*》ErkenntniskritischeVorrede<<[「認 識 批 判 的 序 章 」]
**》DieUnterscheidunginBegriffenisttiberjedwedenVerdachtzer-
stむrerischerSp輌tzfindigkeiterhabennurdort,wosieaufjeneBergungder
PhHnomeneindenIdeen,dasPlatonischeτdiψalt・OμεvaσφζξIvesabgesehen
hat.<<;「概 念 に お け る弁 別 が,い た ず らに 破 壊 的 な こ う る さ い 区分 け で は な い か
と の 一 切 の 嫌 疑 を 超 越 しう るの は,た だ,こ の 弁 別 が 現 象 を救 い 出 して 諸 理 念 の
う ち に守 る こ とを,す な わ ち プ ラ トンの言 う 「現 象 の救 出(τ(5t4)aiV61tevaocb4Eiv)」
を,め ざす 場 合 だ け で あ る。」[浅 井 健 二 郎 訳 『ドイ ツ悲 劇 の根 源 』 上,ち くま 学
芸 文 庫,1999,p.031]
*粋 「弁 証 法 的 な 形 象 と は ,ゲ ー テ の 分 析 対 象 に 対 す る要 求,す な わ ち 真
の 総 合 を提 示 す る と い う要 求 にか な う よ うな 歴 史 対 象 の 形 式 で あ る。 そ れ は歴 史
の 原 現 象 で あ る 。」[今 村,三 島 ほ か 訳 『パ サ ー ジ ュ論 策3巻 』 岩 波 書 店,p-
214.]
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方向付けの 「結果」である。決 して孤立化させることはできず,常 に諸顕示
[Erscheinungen]の一つの連続 した系列 において示され る㌔ それをわれわ
れが提示するために必要なことは,経 験的に振動的なものを決定 し,偶然的
な ものを除外 し,不純なものを分離 し,混乱 した ものを展開 し,認 識されな
い ものを発見することさえすること一 これ らの諸操作は,解 消的であると
共に同時に現れるところの ものの真正の完全性を修復するもので もあ り,可
変的な ものの中に一つの不変を判別 し,規定 されないものの中に一つの一定
の連続性 を判別することを可能 にするものだが 一,そ して,未 来の相似た
諸現象に対 して指示 される一つの法則を演繹することである。 もしも法則 と
諸顕示が互いに調和すれば,そ の展開における一つの極限が達成 されたので
あ り,も しも不調和が証示されたとすれば,個 別の諸ケースの諸状況に関心
が向けられ,新 しい諸条件が追求 されるだろう,と言 うことは,現 象が一つ
の問題として残 され,留 保 されるということだ。 これ らの諸手続きは 一 そ
れ らは現れるところのものの一種の消散,そ の無可傷性の形態の要素への転
形,固 有の現れることの起源を含意す る一,本 来的には単 に導かれた経験
の方法論的な諸結果ではな くして,こ れ[そ の経験]に よって促進 されては
いるが,な かんず く,直感的な行為の準備的な予測の諸結果であり,そ れも,
結果 という言葉[単 語]が,こ のテクス トにおいて,他 のテクス トにおける
と同じく(例 えば理念への関係 において),不連続性の一つの価値を持 って
いるか らだ。結果は諸部分の合計に等 しくはなく,結 果は一つの未聞の出来
事 として現われ,そ れは…系列の諸操作の事前の実現を想定するばか りでな
く,ま た,構 造化 的な予測的な精力 を要請 し,それ は直観 するこ と[das
Anschauen]の行為の形態をとり,演繹によって確証されるに到る。[359]
一つの認知的な観念 においては 一一それは諸原因に煩わされな く,た だそ
鵠[訳注]「 純粋現象 はあらゆる経験 と実験の結果 として最後に生 じて くるもので
ある。それは孤立 していることは決してありえない。それが現れるのは諸現
象の絶えざる連続性のうちにおいてである。」[「経験と科学」同上]
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の下で諸現象が現 れ る諸 条件 だ けを追求す る 一一 「とい うのは,こ こで われ
われ は諸原因を尋 ね るのではな く,そ の下で諸 現象が現れ る諸 条件 を求 め る
の だか ら」(idem,p.25)。「(……)あ らゆ るこ とに先 立 ってわ れわれ は,
その下で色彩が 自 らを説示 で きる異 な った諸 条件を どの よ うに分離す るかを
指示 す るべき だ」(1)ieFarbenlehre[『色 彩論』],p.325)一,与え られた
ものに対す る関係へ の不信の余地 は存在 せず,逆 に,与 え られて い る もの に
信 を置 きつつ,そ の完全 さが経験 され る 一 接 近の総 ての身振 りを賞賛 の身
振 りに転 換 しつ つ 一 一。 出現[現 われ 出]の 諸 条件 の そ して,分 離可能
な諸原因 ので な く一 多様性か らこそ,ま さに親近 の諸現象 が諸部類 の多様
性が分か れ るのであ る(例 えば,ゲ ーテがFarbenlehreで提示す る三種 類の
色彩 一 生理 的,物 理 的,化 学 的色 彩37)。DasreinePhdnomen[純粋現
象]は,dasUrPhdinomen[原現象]と 同 じく38,出現[現 われ出]の 諸条件
と して見 られ るべ きで,そ れ らは永遠 に千 の諸状況下 で再 帰 し,全 体性 の総
ての諸契機 を反映 しつつ,そ れ らをわれ われはその多様性 と一様性 とにおい
て受容 しなければな らないのだ。 しか しなが ら,純 粋 な現 象 は,熟 考の対象
で はあ るが,観 察可能 で はないか ら,観 察 の条件 であ り,観 察者 は それを決
して 自分 の両 眼で は見 ないのだ。 その うえ,多 くの諸状況 は熟考 を困難 に し
得 る 精神の性 向,器 官 の特定 の気質か ら雰 囲気 の諸差異 に至 るまで 一一。.
[360]
C.ゲ ー ゲ ラ イ ンは 既 に言 及 した 彼 の 著 作ZurGoethesBegriffvon
VVissenschaft(aufdemWegederＬifethodikseinerFarbenstudeien)[『ゲー
3T[訳注]『 色 彩 論 』 教 示 篇
,第1,2,3編 。
zz[原書 注 …番号266]reinesPha'?iomen[純粋 現 象]の 代 わ り に
,1804-1805年頃 一
1798と1801年 の 閥 に 形 成 さ れ た 術 語 はreinesPhdinomen,reineskonstantes
、肪 伽om召η[純 粋 不 変 現 象],konstantesPhdinomen[不変 現 象],お よ びGrun4-
Phdinomen[根源 的 現 象,根 本 現 象]で あ るが 一一,UrPha'nomen[原現 象,根 源 現
象,根 本 現 象]の 術 語 が 現 れ る。 続 い て 見 る ご と く,ゲ ー テ は 多 くの 他 の 諸 術 語 と
諸 表 現 を 用 い,そ れ ら は,UrPhdnomenの 概 念 に よ って 確 立 さ れ た 意 味 的 領 域 に
統 合 され た の で あ る。
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テの科学概念 について(彼 の色 彩研究 の方法の途 上 における)』]で,諸 術語
と諸 表現 の一 つの包括 的 な 一 厳 密 には41の 一 諾図式 と諸 表現 を提示 し
た が,そ れ らはUrPhdinomenが目指 す概念 的領 域 に属す る ものであ る(cf.
pp.68ff)。これ らの諸 術語 と諸表 現が統合 す るの は,一 方 で は,顕 示(Er-
scheinung,Phdinomen)を,他方 で は経 験(Erfahrung)を,実験 あ るい
は導 かれた経 験(Versuch)を一 強調 され て狭 い意 味で と られ たPhdnomen
の等価 物 と して 一,お よび,さ らに,条 件(Bedingung),公式[定 式]
(Formet),原理(Grundsatg),および法則(Cesetz)であ る。接頭 辞urの
他 には,他 の決定的 な不変化詞 はGrund[基盤(基 礎),土 地],Haupt[頭,
主要 な],rein[純粋 な],einfach[単純 な],elementar[要素的 な],simPle
[簡単 な]で あ る。例 をあげれ ば,Grunderfalzrung[基礎 的経験],17auPter-
fahrung[主要経 験],reineErfahrung[純粋経 験],einfacheErfahrnng
[単純経験]で ある39。GrundおよびHaeePtには 自 らを提示 しつ つ基礎 にあ
る ものが強調 されてい る 一 他 の諸 ケースは現れ る ところの もの の強 化の様
態 に対応す る。顕示の原 初的な経 験 と して,あ るいは,原 初的な顕現 と して,
uηPhdnomenは,同時 に,現 実 的 で あ る なぜ な ら認 識 され て い るか
ら 一,と ともに,認 識 しうる もの(ocognoscivel;thecognoscible)の
極 限 として理念 的であ る。 その ような二重性(同 時 に経験 であ るとと もに条
件,現 象 および原理 であ る)は,若 干 の諸表現 および諸命題 に短縮法的 に再
統… されて現れ る 一 総 ての経験 の結果;可 視 の世界 の要素;そ の諸部分が
互 い に関係 し合 う一つ の大 きな現象;そ こで は総 ての独 自の ものが一致 する
よ うな極限点40。
39[原 書 注 番 号267]そ れ ぞ れ ,LAI,3,p.107,お よ びM.u.R.531,p.437.Die
Farbenlehre[『色 彩 論 』]§173,HA13,p、367;LAI,3,p.10;LAI,3,p.50。
40[原書 注 番 号268]そ れ ぞ れ ,《ErfahrungundWissenschaft[経験 と 科 学])HA
13,p.25;DieFarbentehre[『色 彩 論 』]§14,HAl3,p.331;《Beobachtenund
Ordnen[観 察 す る こ と と 秩 序 付 け る こ と]》LAI,3,p.297;DieFarbentehre[『色
彩 論 』]§717,HA13,p.482.
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この 意 味 で,現 実 の 世 界 は大 き な 課 題 で,不 可 避 の もの と して 現 れ る の は,
dejure[権利 の]秩 序 とdefacto[事実 の]秩 序 と の 間 の 対 立 ベ ン ヤ ミ
ンの 言 葉 に 従 え ば だ が(UrsPrung,pp.226-22841)一で あ る が,こ れ は こ
こ で は,ま た も や も う一 度,そ の 最 も独 創 的 な 諸 痕 跡 の 中 で ゲ ー テ の 思 想 を
再 び と りあ げ て い る42。諸 極 限 と し て は,諸UrPha'nomeneは,不 可 視 で は
な い が,し か し本 来,観 察 の 諸 対 象 で は な く,む しろ,観 察 の,経 験 の ,結
果 と して,一 一つ の 熟 考 の 行 為 の 諸 相 関 物 で あ る 。 そ れ らは,UrsPrungliche
[根源 的 な も の],UrsPrtinge[諸根 源],Einfache[単純 な も の],einfache
Anfdnge[単純 な 諸 始 原]で あ る43。DasErste[起源;始 原;起 点]の 大 き
な 主 題 は,最 も高 め ら れ た もの,dasObere〔上 位 の もの]で あ り44,しば し
ば 条 件 と して,法 則[Gesetz]として,あ る い はGrundsatz[原則,原 理;
<基 本 原 則]と し て,定 式 化 され る。[361]
Grundsatzの場 合 は,わ れ わ れ は 二 つ の 異 な っ た諸 解 釈 を 持 って い て,一
つ は,フ ォ ン ・ブ ッ テ ル(vonButtel)宛の1827年5月3日 の 手 紙 に お け
る も の で,こ こ で ゲ ー テ はUrPha'nomenとGrundsatzの間 に 一..一つ の 厳 格 な
区 別 を 確 立 す る 必 要 性 に 注 意 を 呼 び か け て い る。 も う一 つ は,ず っ と以 前 の
41[訳注]>>MitdieserVberlegungscheintf(irdieh6chstenGeg
enstandeder
PhilosophiedieUnterscheidungderquaestiojurisvonderquaestiofacti
aufgehoben.《[1,1,S.226];「こ の よ う に考 え る と,哲 学 の 最 高 の 諸 対 象 に
対 して は,権 利 問 題(quaestiojuris〔quidiuris〕〔事 実 の 価 値 ・妥 当 性 を
論 定 す る 見 地 か ら見 た 問 題*〕)と 事 実 問 題(quaestiofacti〔quidfacti〕
〔没 価 値 的,没 批 判 的 に,事 実 を,事 実 と して そ れ が ど うい う関 係 に あ る か
を 確 定 しよ う とす る 見 地 か ら見 た 問題 〕)の 区 別 は 止 揚 さ れ て しま っ て い る
よ う に見 え る。」[同 上 訳 書,p.062];*「カ ン トが 法 律 用 語 か ら借 用 し た も
の。 彼 は 認 識 の 論 究 に 際 して,事 実 問題 と権 利 問 題 を 区 別 した うえ で,認 識
価 値 を構 成 す る普 遍 的 ・必 然 的 制 約 を論 定 す る見 地 か ら見 た 問 題 を,権 利 問
題 と した。」(同 上 訳 書,訳 注,p.065)
42[原書 注 番 号269]UrSPn
〃ngの概 念 の 解 明 の 枠 内 で,こ の 親 近 性 は 再 び 採 り上 げ
られ る で あ ろ う。
43[原書 注 番 号270]DieFarbentehre[『色 彩 論 』]§718
,UAi3,p.482;LAII,6,p,3;
エ)ie、Farbenlehre§358,1iM13,p.411;idem§211,HA13,p.376.
4s[原書 注 番 号271]1)ieFarbenlehre§358
,ffA13,p.41L
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一つの テ クス ト 《BeitragezurOptik[光学 のため の諸貢献 ユ》(LAI,3,p.
23,1791)の中で,そ こでGrundsatz,諸色彩 の間 の対立 一 その上 に総 て
は据え られる について語 られ る。 「(…)OrPhdinomenにつ いて は,根 本
原理[Grundsatz]の等 価物 とと るべ きで はな く一 後者 か らは,色 々な諸
帰結 が結 果す るのだ 一 一,む しろ,根 本 的な顕示[Grunderscheinung]とし
て見 られ るべ きで,そ の内部 にお いては,多 様性 が熟考 されな ければな らな
い。 熟考 す ること,知 ること,予 知する こと,お よび,人 間が世界 を模索 す
る[触 知 す る;tactear;grobe]一一 諸触手の様式 で 様態 の名称 が何 で あ
れ,わ れわれの重要 な使命 一 困難で はあれ 一 を実現 しよ うと望 むな らば,1
共 同責狂的に行動 していかなけれ ばな らないのです」(HA/B,4,pp.231-14s)。
ゲー テに よ って強調 され た こ とど もは,意 義 深い －Grundの 規定 を無 傷
に して お くことによ り,彼 はSatzとErscheinungの間の対照 を明証 に して
お くので あ り,ま た,彼 の よ り小 さな区別 ではな いのは,Satgが直 接 に論
議 の枠組み に帰属 す る とい う事実 で,特 に,科 学的 および哲 学的な論 議の特
化 において,理 論的な用語法 において,そ うであ り,ま た,Erscheinungが,
現 れ ることとその指示 との間の穏やかな らぬ移行 の縁 に維持 され てい るとい
うことで,そ の ことは,ゲ ーテの一 つの理論 的な言語(ラ ンガー ジュ)の 構
45[訳注]》( ...)isteinUrphanomennichteinemGrundsatzgleichzuachten,aus
demsichmannichfaltigeFolgenergeben,sondernanzusehenalseine
Grunderchei7iung,innerhatbderendasMannichfaltigeanzuschauenist.
Schauen,wissen,ahnen,glaubenundwiedieFUhlh6rnerallehelBen,
mitdenenderMensch'in'sUniversumtastet,mUssendenndoch
eigentlichzusamrnenwirken,wennwirunsernWichtigen,obgleich
schwerenBeruferfUllenwollen.K[ANCH.D.VONBUTTEL3.5.1827;
Goethe,Sde'mtticheWerke,DeutsCherKlassikerVerlag,ILAbt.Bd.10(37),
S.473];「(…)原現 象 は一 つ の 根 本 原 理 に等 価 の もの と見 な す べ き で は あ
り ま せ ん で 一 そ こ か ら は 多 様 な 諸 結 果 が 生 じ ます 一,一 つ の 根 本 現 象
[根本 的 な 顕 示]と 見 る べ き で し ょ う 一一 そ の 内 部 で は 多 様 な もの を 見 て と
る べ き な の で す 。 見 る こ と,知 る こ と,予 知 す る こ と,信 じ る こ と,そ
して 諸 触 覚 と総 て の 人 が 呼 ぶ よ う に,そ れ を も っ て人 間 が 宇 宙 の 内部 へ と探
りを 入 れ る よ うに,本 来 的 に共 同 して 働 か な け れ ば な らな い の で す 一 も し
もわ れ わ れ が わ れ わ れ の 重 大 な(困 難 で は あ るが)使 命 を 完 遂 しよ う と欲 す
る の で あ れ ば 一 。」(拙 訳)
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成 に関 連 した 諸 関 心 に統 合 され るの だ。Grunderscheinungの術 語 は,
Grundsatzより,現 れ るところの もの とその起源 との間の親近性を よ りよ く
表現 し一 出現 の原因 と条 件 との混 同を避 けつつ 一,認 識 的行為 の 「触知
的(t哀ctil;tactile)」な本 性 を強調す る。人 間 は世界 を触知[模 索]す るが,
認識す るこ とを欲す る限 りでのみ触知す るのであ り,よ り厳 密 に言 えば,も
しも認識す ることを欲す るな らば触知す ることを止 め ることはできず,か つ,
そ の経験 は代替不 可能 で ある。Grunderscheinungはその触知 的 な行為 一
それはその領域で,そ れを伝達す る言語(ラ ンガー ジュ)を 維持するよう持
続 す る の一 つの効果 の説明 を与 える。Grundsatgはよ り厳密で ない一つ
の伝達 だ。 実際 その術語 の解 明 され ない一 つ の使用 はu7Phdinomenの真
正 の本性 一一可視性 を留保 しない可視性 の条件 と しての 一 の理 解を阻害 す
る可 能性 が あ る。 公理 と してはGrundsαtzはその 緊張 の完全性 を危 険 に晒
す可能性があ るだ ろ う 分離 を,原 則の純粋 な 自立を強調 しつつ 一 つ ま
り,UrPhdnomenは,一つ の抽象的 な過程 の極 限であ ろ う。 一一つ の原初 的
な現象 は,か くて,そ の中に多様性 を考え ることのできる一 つの現象で あ っ
て.そ こか ら諸帰結 を推論で きるよ うな一 つの原則 ではないので あ って,そ
して この ことはただ,誰 に対 して適切 な事物 において基礎付 けが なされ,そ
れが放棄 されるかが証示 され る限 りにおいてなのだ。 トマス ・ベ ンニ ングは,
熟考 の行 為 の この固有の性 向を,よ りよい様 式で提示 して いる 一「探求 は
謎へ の奉 仕の ため に 自らを呈 しなければな らない 一 この ことがPhysisの
ター ムで意 味す るこ とは,基 礎付 け ることの行為 は決 して出来事[出 現]を,
世界への執着 を,そ の測 り難 い 自由を,そ の偶然性 を,視 野か ら失 うことが
で きない とい うことであ る46。」[362]
ゲーテに とって は,生 きてい るところの もの,自 己を転形す る ところの も
46[原書 注 番 号272]Tho
masB6nning《ZuGoethesWahrheitsbegriff[ゲー テ の
真 理 概 念 の た め に]》,DasSubjektderDichtztng.FestschriftftirCerhardκaiser,
hrsg.VonGerhrdBuhr,FriedrichA.Kittler,HorstTurk,K6nigshausen&
Neumalm,Wtirzburg,1990,p.222.この 研 究 で 著 者 は ゲ ー テ の 思 想 の 最 も 純 粋 な
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の 一 自己を顕示 しつつ 一,自 己を変態す るところの もの,活 動 しかつ活
動 を蒙 る(悩 む)[ageesoffreaacCao;actandsuffertheaction]とこ
ろの ものは,そ の生 の諸条件 と共 に生 きてお り,そ の転形 の法則 と共 に自己
を転形 し,そ の変態の原則 と共 に自己を変態 し,そ の 中で活動の原則 である
ところの もの,お よび情熱 の原 則であ るところの もの と共 に活動 しかつ活動
を蒙 る。諸形態 の,お よび諸色彩の起源 は諸形態 の,お よび諸色彩 の具体 的
な顕示 との親近性を含意 し,そ れ らの中に眼 に見え る形 で活動 してお り,熟
考 の対象であ る。葉 一プ ロテウス ー 拡張 と収 縮の リズ ミカルな緊張 によ り
実現 す る 一 は,植 物 の漸進 的な分化(diferenciamento)にお ける要素 的
1
な条件,公 式,可 視の変態の原理である。光/暗さの極性は色彩の顕示を可
能にする。物理的諸色彩の場合にぽその極性は,い かなる色彩 も持たず,ま
た,あ るいは透明な,不 透明な,あ るいは半透明な媒体に結び付けられてい
一る。 まさに 『色彩論』 の物理的諸色彩に捧げられた章[篇]に おいて,ゲ ー
テは客観のプラン[図式]と 主観のプラ ン[図式]と の再合一の注目すべき
性格を強調す るが(§711参照47),ゲーテが まさにそれ ら[物理的諸色彩]
ギ リシ ャ的 伝統 との親 近 性 を擁 護 し,Physisの概 念 は彼 によ って最 も古 い イ ンス
ピ レー シ ョンに従 って と られて お り,自 ら退 化 しつつ 自 らを顕示 す る もの と,顕 示
を基礎 付 ける もの との間 の対立 に従 うこ とが ない。 同 じく,ア ウ グステ ィヌス以 来,
キ リス ト教思 想 によ って展開 され た,可 視 的 な もの の価値 吐下 も彼 には無縁 だ。彼
の 詩的お よび美的 な ビジ ョンは,彼 を あれや これ やの 流れ の名手 と主 張す る,い か
な る還 元的 な解釈 を も撹乱 す る。 この枠 内 にや は り,ト マ ス ・ベ ンニ ングが、 ゲ ー
テにつ いてのハイデ ッガ ーの評 価 に対 して下 した批判 が入 る 一 ハ イデ ヅガーはゲ ー
テを物 神化 の諸時代 の先触 れ と考え た のだ。 ゲー テ に とって真実 は単 なる現 象 へ の
対立 を通 じて も,計 算 を通 じて も,ま たadaequatio[適切 さ]を 通 じて も導 か れ る
もので はな く,相 互 的な絡 み合 い,認 識 的な根 本 の模倣 的 な形 態 を通 じて導 か れ る
ものだ ったのだ。
47[訳注]「 生理 的色 彩 は黒 地 の上 と 白地 の上 とで は現 われ方 が[正 反対 と言
って い
い くらい にユ異 な る。 物理 的色彩 にお け る客観 的実験 と主 観 的実験 との結 合
は,[両 者 の作用 を相殺 す る もの で あ る だけ に]き わ めて 注 目に催す る㌔」
[『色 彩論1教 示 篇 ・論争 篇』,七 一 一,p.257]*「第 二 九 章 客 観 的実 験 と
主観 的実験 の結 合/三五 〇 一 … …客 観 的 に観 察 され た屈 折 と主 観 的 に観 察
され た屈折 とは反対方 向 に作用 す る。 な らば,両 者 の実 験 を結 びつ けれ ば,
相対 立 し,互 い に打 ち消 しあ う現 象 が現 われ るだ ろ うと推測 され る。」[教示
篇pp.154ff]を参 照。
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の 主 題 に つ い て こ そ,UrPha'nomenの概 念 を 明 示 的 に先 行 想 定 す る の だ 。
UaitPterfahrung[主要 経 験]と して は,UrPha'nomenにお い て 原 則 の 効
果 性 が,形 態 を 通 じて 諸 現 象(特 に色 彩 の 諸 現 象)の 理 解 が ど の よ う に導 か
れ る か が 強 調 さ れ る。IlauPterfahrungは,原則 を 経 験 の 導 き手 一 一経 験 の
極 限 モ デ ル な い し要 素 的 な 経 験 と して の 一 一と規 定 す る が,そ こ か ら他 の も
の た ち[諸 経 験]は 派 生 す る[導 出 さ れ る],あ る い は そ こ に 他 の もの た ち は
含 ま れ て い る の だ 。 派 生 した も の を原 初 的 な も の と看 徹 す こ と は,一 一つ の 危
険 で あ って,そ れ は,帰 結 と して,原 初 的 な も の を 派 生 した も の を 通 じて 説
明 す る と い う試 み を 持 つ こ と で あ る が,厳 密 に は そ う した 演 繹 は 実 現 す る こ
と は 不 可 能 な の だ 。 こ こ か ら,限 界 の 無 い 一 つ の 混 乱 が,一 つ の 転 回 した 用
語 法 が,あ る い は 一 つ の 諸 言 葉[単 語]の 転 回 が 生 ま れ る が,そ れ は ゲ ー テ
が 既 に言 及 した §718で言 う通 りだ 一 「(…)物 理 学 で も,他 の どの 科 学
に お け る と も 同 じ く,生 じ る こ とが あ り得 る最 悪 の こ と は,派 生 した こ とが
原 初 的 な も の と と られ る こ と で あ り,原 初 的 な も の を 派 生 した も の か ら導 く
の は 不 可 能 で あ る の に,原 初 的 な もの を 派 生 し た もの か ら 出発 して 説 明 し よ
う と試 み られ る こ と に な る 。 これ と と も に 一つ の 限 界 の 無 い 混 乱 が,諸 言 葉
[単語]の … つ の 堆 積 が 生 じ,真 実 が 自 己 呈 示 し,強 力 に な る と い う脅 威 が
現 れ る や い な や,諸 言 い 訳 を 確 保 し見 出 す た め の 執 拗 な 努 力 が 生 ま れ る 」
(HAl3,p.4824s)。事 実,も し もUrPhanomenが顕 示 の プ ラ ン[図 式]か ら
4s[訳注]》DasSchlimmste,wasderPhysiksowiemancherandernWissen.
schaftwiderfahrenkann,ist,daBmandasAbgeleitetefOrdasUr・
sprtinglichehtiltund,damandasUrsprttnglicheausAbgeleitetetnnicht
ableitenkann,dasUrsprUnglicbeausdemAbgeleitenzuerkl員rensucht.
DadurchentstehteineunendlicheVefwirrung,einWortkramundeine
fortdauerndeBemUhung,AusflUchtezusuchenundzufindenm,wodas
Wahrenurirgendhervortrittundmachtigwerdenwill.《;「物 理学 や他
の 多 くの科 学が 犯 し うる最悪 の こ とは,派 生 的な もの を根源 的 な もの とみな
し,根 源的 な もの は派 生 的 な ものか らは導 出 され な い とい うの に,根 源的 な
もの を派生 的 な ものか ら説 明 しよ うとす るこ とで あ る。 それ に よ ってか ぎ り
な い錯綜 が 生 じ,虚 言 が並 べ立 て られ る こ とに なる。 そ して真 実 が頭 を もた
げて 虚 偽 を一 掃 しそ うに な る と,言 い逃 れ に終 始 す る こ とに な るの だ。」
[『色 彩論1教 示 篇 ・論争 篇』 七一八,p.262]
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分離できないとしても,そ れによって,顕 示の色々な程度の経験の検証がそ
れ だ け少 な くて もよい とい うことにはな らず,こ れ によ って,そ れ らの程度
の一つがその顕示のまさに極限,そ の根源であるということが確立 されるの
だ(cf.§ §17549およ び739-741)。
(ながお ・しろう 経営学部教授)
`
49[訳注]》175 .Das,waswirinderErfahrunggewahrwerden,sindmeistensnur
Falle,welchesichmiteinigerAufmerksamkeitunterallgemeine
empirischeRubrikenbringenlassen.Diesesubordinierensichabermals
unterwissenschafdicheRubriken,welcheweiterhinaufdeuten,wobei
unsgewisseunerlaBlicheBedingungendesErscheinendennaher
bekanntwerden.VonnunanfUgtsichallesnachundnachunterh6here
RegelnUndGesetze,dicsichabernichtdurchWorteundHypothesen
demVerstande,sonderng▲eichfallsdurchPhtinomenedemAnschauerl
bffenbaren.WirnennensieUrphtinomene,weilnichtsinder
ErscheinungUberihnenliegt,sieaberdagegenv6Uiggeeignetsind,
daBmanstufenweise,wiewirvorhinhinaufgestiegen,vonihnenherab
biszudemgemeinstenFalleder田glichenErfahrungniedersteigen
kann.《[HA13,SS.367-8];「一 七 五 一 一 わ れ わ れ が 経 験 に よ って 気 が つ
い た もの を も う少 し注 意 して み れ ば,い くつ か の 一 般 的 な経 験 的 事 項 に分 類
さ れ る 場 合 が 多 い。 こ れ らの 経 験 的 事 項 はや が て 学 問 的 事 項 の も と に 統 括 さ
れ る が,し か し次 に わ れ わ れ が,現 象 が 現 わ れ る さ い に不 可 欠 な 諸 条 件 を も っ
と詳 し く知 る よ う に な る と,こ の 学 問 的 事 項 よ り もさ らに 上 の 段 階 の あ る こ
とが 分 か る。 こ う して万 物 は こ と ご と く次 第 次 第 に よ り高 い規 則 や 法 則 へ と
包 摂 され て ゆ くが,こ れ らの 規 則 や 法 則 は 語 句 や 仮 説 に よ っ て悟 性 に 開示 さ
れ る も の で は な く,現 象 に よ っ て 直 観 に 開 示 さ れ る もの で あ る。 わ れ わ れ は
これ を 根 本 現 象 と名 づ け る こ と に した い 。 な ぜ な ら,[「根 本 」とあ る ご と く]
現 象 の なか に は これ を 超 え る もの は あ りえ な い し,に もか か わ らず,[「現 象 」
と あ る ご と く]先 に わ れ わ れ が 経 験 的 な もの か ら根 本 現 象 へ と上 って き た よ
う に,根 本 現 象 か ら 日常 的 な経 験 の ご くあ りふ れ た 事 例 へ 一 段 一 段 降 りて ゆ
くこ と も完 全 に可 能 だ か らで あ る。」[『色 彩 論1教 示 篇 ・論 争 篇 』pp.095-
096]
